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◎平成２７年度地域包括支援センター運営状況の集約 

Ⅰ 包括的支援事業 

（１）介護予防ケアマネジメント業務 

二次予防事業の対象者に対して、介護予防事業その他の適切な事業が包括的かつ

効率的に実施されるような援助を行いました。 

二次予防事業の対象者数（決定者数） ４，１４１人 

 

（２）総合相談支援業務 

（３）権利擁護業務 

地域における総合相談窓口として、高齢者に関する様々な相談を受け、適切なサ

ービス機関や制度の利用に繋げる等の支援を行いました。また、専門的・継続的な

視点から、高齢者の権利擁護のため必要な支援を行いました。 

相談内容 件数 

①介護保険その他の保健福祉サービスに関すること １７，３６０件 

②権利擁護（成年後見制度）に関すること ４３２件 

③高齢者虐待に関すること １２０件 

合計 １７，９１２件 

 

（４）包括的・継続的ケアマネジメント業務 

地域の関係機関と連携・協力の体制づくりや個々の介護支援専門員に対する支援

などを実施しました。 

 

Ⅱ 指定介護予防支援業務 

地域包括支援センターは包括的支援業務を実施するとともに、指定介護予防支援

事業所として要支援者が介護予防サービス等の適切な利用を行うことができるよ

う介護予防支援業務を実施しました。 

介護予防支援業務 件数 

平成２８年３月の請求件数（直接） ３，３０７件 

      〃     （委託） １，１２０件 

合計 ４，４２７件 
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◎平成２７年度地域包括支援センターの設置状況 

保健師
社会

福祉士

主任
介護

専門員

1 佐賀 勧興・神野 18,084 4,431 24.5% 348 155 3 2 2 4 11

2 城南 赤松・北川副 20,455 5,608 27.4% 444 144 1 1 1 3 6

3 昭栄 日新・嘉瀬・新栄 21,720 6,172 28.4% 506 185 1 1 1 3 6

4 城東 循誘・巨勢・兵庫 29,311 6,229 21.3% 449 203 2 1 1 3 7

5 城西 西与賀・本庄 18,051 4,580 25.4% 374 93 1 2 1 1 5

6 城北 高木瀬・若楠 22,069 5,947 26.9% 428 182 1 1 1 3 6

7 金泉 金立・久保泉 8,456 2,770 32.8% 182 95 1 1 0 1 3

8 鍋島 鍋島・開成 23,181 4,622 19.9% 280 142 2 1 1 1 5

9 諸富・蓮池 諸富町・蓮池 12,540 3,959 31.6% 281 190 1 1 1 2 5

10 大和 大和町 22,626 5,820 25.7% 375 138 1 1 1 2 5

11 富士 富士町 3,933 1,519 38.6% 99 105 1 1 1 0 3

12 三瀬 三瀬村 1,324 482 36.4% 29 52 0 1 0 0 1

13 川副 川副町 16,679 5,221 31.3% 377 222 1 2 1 1 5

14 東与賀 東与賀町 8,476 2,029 23.9% 153 66 0 1 1 1 3

15 久保田 久保田町 8,075 2,004 24.8% 158 139 1 1 0 2 4

234,980 61,393 26.1% 4,483 2,111 17 18 13 27 75

多
久
市

16 多久市 多久市 20,090 6,400 31.9% 434 375 1 1 1 3 6

17 小城北 小城町・三日月町 29,944 7,356 24.6% 481 372 1 1 2 3 7

18 小城南 牛津町・芦刈町 15,800 4,544 28.8% 309 414 2 1 1 2 6

45,744 11,900 26.0% 790 786 3 2 3 5 13

19 神埼 神埼町 18,968 5,183 27.3% 321 264 3 2 2 3 10

20 神埼北 脊振町 1,603 610 38.1% 39 31 1 0 0 0 1

21 神埼南 千代田町 11,607 3,399 29.3% 223 187 1 2 1 1 5

32,178 9,192 28.6% 583 482 5 4 3 4 16

吉
野

ヶ
里
町

22 吉野ヶ里 吉野ヶ里町 16,242 3,679 22.7% 223 387 1 2 1 1 5

349,234 92,564 26.5% 6,513 4,141 27 27 21 40 115

神
埼
市

合計

全包括　合計

合計人口

高齢者
数

（65歳
以上）

高齢化
率

要支援
認定者

数

二次予防事業
対象者数

（決定者数）

地域包括支援センター担当地区
地域包括支援

センター
市
町

合　　　　計

佐
賀
市

担当地区の概要 平成２８年度（3月現在）職員数

介護
予防
支援
担当

合　　　計

小
城
市
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Ⅰ．包括的支援事業実績報告・目標（平成２７年度実績及び平成２８年度の活動目標） 

１．介護予防ケアマネジメント 

 

具体的な取り組み

①二次
予防事
業の決
定者数

活動目標 具体的な計画

1 佐賀

　基本チェックリスト該当者
には原則訪問し、介護予防
事業への参加勧奨や介護
予防の取り組みを紹介し
た。
　生活・介護支援サポー
ターや公民館、県などと連
携し、地域で介護予防教室
を開催し、住民主体の教室
へ繋げた。

155

　二次予防事業対象者の実
態を把握し、保健指導の実
施と介護予防の取り組みを
紹介する。
　介護予防の取り組みがで
きる人材や場所を発掘し、
介護予防事業開催に向け
た働きかけを行う。

　基本チェックリストの該当
者（二次予防事業対象者）
には、原則訪問し、保健指
導の実施と介護予防の啓
発、介護予防事業への参加
に繋げる。
　生活・介護支援サポー
ターや民生委員等と連携し
て地域で介護予防の取り組
みができる人材や場所を発
掘し、介護予防教室を開催
する。教室終了後は自主的
な教室に繋げ、地域づくりを
支援する。

2 城南

　地域活動などで介護保
険、介護予防の啓発に努め
た。

144

　介護予防・日常生活支援
総合事業に移行を踏まえ、
関係機関と連携を取る。

　市町村の対応や地域の実
情を踏まえ、連携を取り、課
題を高齢者とともに共有して
いく。

3 昭栄

　地域のサロンや交流会に
出向き、健康講和や「元気
アップ教室」の説明を行い、
今後も自宅でできる体操や
健口体操を指導、紹介し
た。
　来年度以降は地域支援
事業に移行していくことも含
め、今後の自宅での生活に
ついてもアドバイスした。

185

　地域支援事業への移行期
として、佐賀市の今年度から
の取組みである教室の説
明、利用促進。

　地区のサロンの開催場所
や老人会、地区の集会など
に積極的に参加し、「顔の
見える関係」から、地区での
「元気アップ教室」などの構
築に支援できるように努め
る。

4 城東

　「元気アップ教室」への勧
奨時やサロンへの参加時
に、常に健康で過ごされる
ように市の事業の地域版
「元気アップ教室」の良さを
説明した。

203

　元気づくり高齢者に対し
て、「元気アップ教室」や地
域版「元気アップ教室」の紹
介し介護予防支援を行う。

　「元気アップ教室」及び新
規事業の紹介をして、生活
活力を得てもらい在宅で過
ごせるよう助言を行っていく。

5 城西

　一次、二次予防事業の周
知。
　地域住民のヘルスプロ
モーションに対する意識向
上に努めた。

93

　地域の高齢者、その家族
に健康に対する関心を持っ
てもらい、個々の意識を変え
ていくことで地域力向上の
基盤を作る。

　公民館行事での健康教
育、基本チェックリストの実
施
　訪問時の保健指導
　正しい病識の有無の確認
→必要であれば指導
　周辺施設職員に対する講
義等

佐
賀
市

市
町

包括名

平成２７年度 平成28年度
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6 城北

　要支援者や元気づくり高
齢者の該当者の状況はほと
んど確認できた。
　地域版「元気アップ教室」
１ヶ所、サロン会や老人会の
参加もできていた。 182

　行政や地域の資源を活用
し、介護予防の大切さを高
める活動ができるように実施
する。

　要支援者や元気づくり高
齢者に対して自立に向けた
支援ができているか再確認
する。
　地域の資源を把握し情報
を共有する。
　サロンや老人会等の地域
の活動へ参加し、介護予防
の必要性を説明する。

7 金泉

　一般高齢者・二次予防高
齢者のアセスメントを行い、
様々な社会資源の情報提
供等を行った。
　また、「元気アップ教室」
への参加勧奨、参加者の評
価を行い、次年度へ繋げる
よう取り組みを行った。
　地域版「元気アップ教室」
も開催することができ、フォ
ローアップに努めた。

95

　高齢者本人の持つ力を十
分に活かし、実現したい暮ら
しを目標に、高齢者本人が
主体的に取り組むことをサ
ポートし、心と身体の健康づ
くりができるよう支援する。
　平成29年度開始となる介
護予防・日常生活総合事業
へ適切に対応できるよう努
めていく。

　元気な高齢者を目指し、
一般高齢者・二次予防対象
者から要支援者に至るまで
連続的で一貫したケアマネ
ジメントを行い、1人1人に
合った健康づくりの支援を
行っていく。
　「元気アップ教室」を始め、
介護予防の推進に努め、介
護保険及び介護保険外の
様々な社会資源の活用を行
う。

8 鍋島

　老人会・サロン・民生委員
協議会等への参加の際に、
「元気アップ教室」（地域版
を含めた）についての広報
活動を行った。 142

　介護予防についての広
報・啓発活動の継続と、地
域版「元気アップ教室」な
ど、高齢者が集える場所づく
りの支援を行っていく。

　介護予防に関する取り組
みや、「元気アップ教室」へ
の参加勧奨を継続していく。
　地域版「元気アップ教室」
や、一次予防事業への参加
について理解を深めてもらう
よう説明会等を行っていく。

9
諸富・
蓮池

　地域版「元気アップ教室」
にて運動指導を行った。提
携施設の協力により、日常
生活に必要な四肢の筋力
増強運動の指導ができた。

190

　介護予防の大切さを呼び
かけ、地域ごとの活動の充
実を図る。

　地域事業所や社協の協力
を得ながら、公民館単位に
出かけ(主に運動習慣の改
善、指導)実施する。

10 大和

　地域で取り組みされてい
る「元気アップ教室」の自主
化のフォローで健康講話を
行った。
　また、今年度は地域「元
気アップ教室」を版2ヶ所立
ち上げ、介護予防の意識付
けにつなげる事ができた。 138

　「元気アップ教室」参加の
周知活動の継続。地域版
「元気アップ教室」の働きか
けにより住民や医療関係
者、また介護職員に介護予
防の取り組みや意識づけを
行う。

　「元気アップ教室」を基本
チェックリスト該当者に電話
や訪問により状況確認をす
る際、周知活動を行い参加
に繋がるよる対応していく。
　地域版「元気アップ教室」
を老人会やサロンで紹介
し、地域の公民館で開催で
きるようバックアップを行う。
　自主化のフォローは、包括
職員他、町内の医療機関
（PT）や施設の介護職員の
協力を得ながら行っていく。

佐
賀
市
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11 富士

　二次予防対象者の発見に
努め、「元気アップ教室」へ
の参加推奨と地域版いきい
き教室の実施。
　また、サロンや老人会へ
出向き、介護予防や認知症
予防の講話を行った。

105

　出来る限り在宅で、自立し
た日常生活を継続できるよう
支援する。

　介護保険だけでは高齢者
を支えきれない現実を見極
め、地域の方々と共に、高
齢者の課題を共有し、見守
り、支え合う体制つくりを進
める。

12 三瀬

　基本チェックリストの対象
者を訪問し、必要に応じて
二次予防事業への参加に
つなげるよう支援を行った。

52

目標：二次予防事業対象者
の把握、状況確認に努め
る。
計画：基本チェックリストの結
果や、包括の訪問活動を通
して対象者を把握していく。

　基本チェックリストの該当
者への訪問活動継続と、関
係機関からの情報提供によ
り訪問し、状況を把握して必
要に応じてサービスにつな
げるよう支援を行う。

13 川副

　老人会・サロン・社協ふれ
あい会食会・自治会などで
介護予防の取り組みについ
て講話を行った。
　事業所からの個別ケアプ
ランを活かしながら介護予
防マネジメントに取り組ん
だ。

222

目標：多機関と連携し、元気
な時から介護予防に取り組
める体制づくりを行う。
計画：介護予防につながる
地域資源の把握。

　介護予防に資するフォー
マル・インフォーマルの近隣
事業を把握し、情報の提供
を行う。

14 東与賀

　自立支援に資するプラン
作成のために各種研修会
等へ参加し、知識・技術の
向上を図った。

66

　利用者の自立支援に向け
たケアプランの作成に努め
る。

　自立支援に資するプラン
作成のために各種研修会等
への参加により職員の知
識・技術の向上を図る。
　また、介護予防・日常生活
支援総合事業に対する理解
を深めるとともに、その準備
を行う。

15 久保田

　サロンや老人会等に参加
し、介護予防や体操等の講
話を行った。
　また、新規のサロン等から
も講話の依頼等があり、介
護予防やおたっしゃ本舗に
ついて周知を行うことができ
た。

139

　地域サロンや老人会等を
通し地域の高齢者の実態把
握を行い、介護予防に対す
る住民の意識を高め、地域
版「元気アップ教室」の拡大
に努める。

　地域サロンや地域版「元
気アップ教室」の拡大を行う
事で、閉じこもり予防や高齢
者の見守りに繋がり、地域の
高齢者の状態把握を行うこ
とに努める。

2,111

佐
賀
市

佐賀市　計
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多
久
市

16 多久

①例年どおり、郵送や健診
での聞き取りに加え、訪問・
電話等での聞き取りを強化
し、該当者への訪問を継続
した。
また、窓口や実態把握の際
の訪問において、基本
チェックリストをできる限り聞
きとりした。
②介護予防・日常生活総合
事業の概要について、出前
講座等でとりあげ、自主的
取り組みの必要性につい
て、介護予防の視点から伝
えた。
③認知症サポーター養成
講座を開催。また、受講者
にサポーターカード記入を
依頼した。

375

　市民自らが住民主体の介
護予防の取り組みを推進し
ていけるよう、市民全般への
啓発を行いながら、高齢者
が誰でも自分で通える場を
展開する。

①既存の介護予防教室は
継続して実施。参加者には
自身の介護予防について、
終了後も継続した予防がで
きるよう主体的に取り組む介
護予防についての意識啓発
も継続して行っていく。
②住民主体の介護予防とし
て、全国に広まりをみせてい
る、高知市の「いきいき百歳
体操」を取り入れる。まずは
地区組織（区長、民生委
員、老人クラブ等）代表者に
事業の趣旨説明をし、希望
者を募り、１地区からでも立
ち上げる。

375

17 小城北

　身体リセットおたっしゃ健
康体操の継続(月4回　参加
者：10名/回）。
　健康運動指導士の協力を
得て、出前講座にて軽運動
を取り入れながら、身体を動
かすことの大切さを参加者
に伝える機会を設けた。

372

　高齢者が介護予防につい
て積極的に取り組めるよう意
識づけを行う。

　身体リセットおたっしゃ健
康体操の継続。
　介護予防の必要性を理解
してもらえるように出前講座
を行う。
　二次予防事業参加者に介
護予防についてのモチベー
ションの維持・向上を図るた
め、定期的な面談を行う。

18 小城南

　介護予防教室参加者の
介護予防プラン作成・評価
を実施した。
　専門職種の視点を取り入
れたプラン作成にむけて検
討会議、先進地視察を行っ
た。

414

　生活行為の自立支援に重
点を置いたプラン作成を目
指す。

　介護予防教室の介護予防
プランの作成・評価を実施。
事業終了後も高齢者がセル
フケアを継続できるように一
般介護予防事業の紹介・助
言を行う。
　基本チェックシート等を活
用し生活行為の自立支援を
目指したプラン作成を行う。

786

多久市　計

小
城
市

小城市　計
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19 神埼

　郵送や二次予防事業参
加希望者、新規に要介護
認定が非該当と判定された
方に基本チェックリストの実
施。
　電話や訪問による二次予
防事業通所型「しゃんしゃ
ん教室」への参加勧奨。

264

　要介護状態になることを予
防し、自立した生活の維持
向上を図る。

　二次予防事業対象者へ
電話や訪問による二次予防
事業通所型｢しゃんしゃん教
室｣への参加勧奨。
　教室参加してない方の状
況把握。

20 神埼北

　基本チェックリストの該当
者全員に働きかけができ
た。不在で連絡の取れない
人の数を減らしていく。 31

　基本チェックリスト該当者
の情報を基に、介護予防の
大切さを広める。

　基本チェックリストの該当
者に連絡がとれるようにす
る。パンフレット等を用いて、
介護予防教室がどういうもの
なのかを周知する。

21 神埼南

　市と連携しながら広報や
元気かんざきおたっしゃマッ
プ・趣味活動マップを活用
して広報を行ってきた。

187

　地域支援事業の強化が平
成29年度より本格的に行わ
れる。介護予防・日常生活
支援総合事業の実施に向
けて準備を進めていく。

　平成29年度の介護予防・
日常生活支援総合事業の
実施までは従来の事業の継
続であるが、受け入れ施設
と連携しながら対応してい
く。
　また介護予防の視点に
立って生きがいづくり・「しゃ
んしゃん教室」の周知・啓蒙
していく。

482

吉
野

ヶ
里
町

22 吉野ヶ里

　基本チェックリストの未回
収者に対し、看護師が状態
把握のための訪問を行っ
た。
　民生委員・児童委員協議
会において、介護予防の必
要性や取り組みについての
理解を促した。
　看護師の報告により、再
度状態把握が必要とみなさ
れた者には、速やかに包括
職員にて訪問や電話確認、
必要に応じて民生委員や
地区の役員等の協力を求
めた。
　新たな取り組みとして、老
人会の総会、地域のサロン
事業に出向き、基本チェッ
クリストを実施した。

387

　地域版健康づくりサロンを
計画しており、住民主体の
介護予防の実現に向けた
きっかけづくりに努める。
　住民主体の介護予防の実
現を視野にいれ、そのため
の風土づくり、体制構築に
力を入れる。

　地域版健康づくりサロンを
実施し、運動、認知、口腔
栄養における介護予防の知
識を普及啓発、実施、継続
できるように努める。
また、基本チェックリストの未
回収者への訪問や地域で
の介護予防の講話、基本
チェックリストを実施すること
により、介護予防に関する
意識の向上を図る。
　住民主体の介護予防の実
現を視野に入れ、福祉課及
び各課、おたっしゃ本舗吉
野ヶ里、地域組織、社会福
祉法人、介護事業者等の連
携体制を構築する。

387

神
埼
市

神埼市　計

吉野ヶ里町　計
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２．総合相談支援 

 

具体的な取り組み

①
介護保
険・福祉
サービ
スに関
するこ

と

②
権利擁
護に関
するこ

と

③
高齢者
虐待に
関する

こと

計 活動目標 具体的な計画

1 佐賀

　昨年に引き続き、地
域行事への参加や広
報誌の発行等を通じ
て、高齢者の総合相
談機関としての周知を
図った。
　校区内の事業所を
集めての成章ネット
ワークを開催し、関係
機関との連携を強化し
た。

2,023 159 4 2,186

　地域住民や関係機
関とネットワークを構築
し、高齢者の実態を把
握する。課題やニーズ
を発見し、早期対応で
きるように努める。

　地域行事への参加
や成章ネットワーク、高
齢者見守りネットワーク
事業協力依頼訪問等
を通じて、関係機関と
のネットワークを構築
し、問題を抱えた高齢
者の早期発見、対応
に努める。

2 城南

　地域の高齢者の身
近な包括として初回
相談を受けて適切な
機関へ繋げた。

810 35 4 849

　地域に住む高齢者
の様々な相談を的確
に把握し適切なサービ
ス、機関に繋げる。

　地域ケア会議等を通
じて、地域住民が気軽
に相談できる関係づく
りを行う。

3 昭栄

　おたっしゃ便りの発
行や積極的に地域に
出向き啓発活動をし
た事で、地域の実情
やニーズの把握、情
報交換を行った。

1,183 22 1 1,206

　総合相談窓口として
の地域住民及び関係
や葉の積極的な啓発
活動の継続。
　各関係機関からの相
談にも速やかに対応し
信頼関係を築く。

　積極的に地域へ出
向き地域住民や関係
機関から支援が必要
な高齢者の情報収集
を行う。
　サービス提供機関や
ボランティア・ＮＰＯ等
のインフォーマルサー
ビス社会資源を把握
し、連携していく。

4 城東

　相談内容に応じて
適切な機関への連絡
を行い、継続している
相談には記録をもとに
担当者不在時も対応
できる体制を取った。

578 41 8 627

　地域包括支援セン
ターの役割を地域に周
知し、地域からの相談
を適切なサービス機関
に繋げる。

　地域での課題把握に
努め、迅速に内容に応
じて関係者と共同して
対応する。

5 城西

　地域活動、老人会、
サロン、民生委員協議
会等に出席し地域包
括支援センターのPR
を行った。
　相談時には柔軟な
対応を行い、各相談
機関に繋げるなど、関
係機関とのスムーズな
連携を図った。

451 2 8 461

　各相談機関との連携
を十分に行い、総合相
談に対し柔軟な対応を
行う。

　地域活動、老人会、
サロン、民生委員協議
会等に出席し地域包
括支援センターのPRを
おこなっていく。
　相談に柔軟が対応が
できるよう、日ごろより
各関係機関との連携を
密に図るとともに、イン
フォーマルサービス等
の情報収集を行う。

佐
賀
市

市
町

包括名

平成２７年度 平成28年度
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6 城北

　２４時間３６５日の対
応を確実に実施でき
た。
　民生委員や病院、
地域の人からの相談
は多く、話し合いのた
め訪問することが増え
た。

888 20 19 927

　地域の人が相談しや
すい環境を作るために
他機関との連携を深
め、相談内容を適切に
繋げるため支援体制を
きちんと整える。

　パンフレットや資料
等を設置し、必要な機
関の情報が提供できる
環境を整える。
　職員間の情報交換を
行い的確に対応できる
体制を整える。
　２４時間３６５日の対
応を継続実施する。

7 金泉

　本人、家族、近隣住
民や地域ネットワーク
等からの相談に対し、
専門職の専門性を活
かしながらチームとし
て取り組んでいった。
　また、老人会やサロ
ン活動へ積極的に出
向いたり、金立・久保
泉の両地区におい
て、毎月まちなか相談
を開催し、顕在化して
いないニーズの把握
に努めた。

663 17 29 709

　適切な保健・医療・
福祉のサービス及び
介護保険制度の利用
に繋げる等の支援を行
う。
　また、地域に出向くこ
とで、地域内に潜在
し、顕在化していない
問題やニーズを発見
し、早期対応ができる
よう取り組んでいく。

　本人、家族、近隣住
民や地域ネットワーク
等からの相談に対し、
専門職の専門性を活
かしながらチームとし
て取り組むと共に、必
要な支援及び資源の
開発を行い、適切な
サービスや機関、制度
へ繋いでいく。
　また、金立・久保泉
の両地区において、ま
ちなか相談室を開催
し、顕在化していない
ニーズの把握に努め
る。

8 鍋島

　老人会やサロンで講
話等の際に、おたっ
しゃ本舗の広報・啓発
活動を継続した。
　相談対応の際には
民生委員などの支援
者や、関係機関との
情報交換を行うよう努
めて対応した。

696 16 1 713

　地域住民の相談窓
口として広報活動を継
続。
　各関係機関との連携
を維持し、情報交換・
見守り体制の構築を
行っていく。

　民生委員をはじめ関
係機関との連携を図り
ながら、おたっしゃ本
舗についての広報活
動を行っていく。
　相談しやすい雰囲気
作りも心掛けながら対
応していく。

9
諸富・
蓮池

　見守りネットワーク事
業にオブザーバーとし
て参加した。
　警察と合同でスー
パーでのチラシ配り等
に参加した。
　事例の報告を行い、
チームで対応できた。

888 7 2 897

　相談に対して多方面
から支援できるように
する。

　インフォーマルサー
ビス・福祉サービスの
情報の整理を行い、ど
の職員が見ても分かる
ようにしておく。

10 大和

　サロン・老人会、地
域の集まり等に参加
し、広報紙やパンフ
レットの配布を行い、
周知活動を行った。
　町内の町づくり事業
へ参加し、高齢者の
抱えるニーズや地域
の特性を把握し、社会
資源の情報収集・活
用を行った。

1,395 43 10 1,448

　地域住民の身近な
相談窓口をしての広報
活動を継続し、関係機
関や地域の見守り体
制の構築の拡大を図
る。

　地域活動、民生委員
協議会等に参加し、お
たっしゃ本舗の周知拡
大を図る。
　町内の町づくり事業
の参加や見守りネット
ワーク事業等を継続
し、地域の見守り体制
の構築や社会資源の
情報収集・活用につな
げていく。

佐
賀
市
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11 富士

　相談は行政や医療
関係と連携を図るよう
努めている。ケースに
よっては迅速に対応
し、家族支援や見守り
支援に繋げている。
　民生委員、行政から
の相談も増えている。

325 3 1 329

　隠れた問題やニーズ
を早期に発見し、迅速
に対応する。

　『すべての入り口は
総合相談から始まる』
ことを意識し、迅速な
対応で関係機関等と
連携し適切な対応を
目指す。

12 三瀬

　総合相談支援がス
ムーズに行くように、
対象者の情報共有を
図るなど、各関係機関
との連携をとれるよう
に努めた。 724 0 0 724

目標：困難事例に対
し、連携して対応が出
来るように関係機関と
の体制作りを図る。
計画：現状の体制を維
持し、事例に対して相
互に連携を図り対応で
きるように努める。

　各事例に対する支援
が円滑に進むように、
現状の体制を維持しな
がら、支援者が孤立す
ることなく困難事例等
の対応が出来るよう
に、関係機関との連携
を図っていく。

13 川副

　自治会公民館で出
張相談及び健康講話
など出前講座を行っ
た。
　まちづくり協議会の
行事でも健康相談
コーナーを設けても
らった。

869 16 3 888

目標：地域に密着した
よろず相談窓口。
計画：総合相談窓口で
あることのPRを地道に
継続的に行う。

　総合相談窓口である
ことのPRを地道に継続
的に各校区の自治会
や老人会などで行う。
　まちづくり協議会等
に参加し広報を行う。
　運営マニュアルの抄
読会を今年度も行う（2
回/M）。

14 東与賀

　認知症の人やその
家族が気軽に相談で
きる体制の整備とし
て、認知症カフェ「よっ
てみゅ～かふぇ」 を実
施した。

316 1 1 318

　地域における地域包
括支援ネットワーク構
築を目的に地域ニー
ズの把握に努める。

　認知症の人やその家
族が気軽に相談できる
体制の整備として、認
知症カフェ「よってみゅ
～かふぇ」 の継続実施
する。

15 久保田

　サロン等で包括の活
動についてアピールを
行ったことで、新規申
請や相談等が増加し
た。
　また、訪問時は必ず
名札を携帯し、住民へ
の周知を行うことがで
きた。

356 5 2 363

　地域に住む高齢者
のさまざまな相談を受
け、適切な機関・制
度・サービスにつなぎ
継続的にフォローする
とともに、地域の交流
の場に赴きおたっしゃ
本舗の啓蒙活動を行
う。

　地域サロンや老人会
等に赴き、包括の活動
や相談窓口としての機
能をアピールする。
　また、見守りネット
ワーク活動等で認知症
等の勉強会を開催し、
地域で支える関係作り
を行う。

12,165 387 93 12,645

佐
賀
市

佐賀市　計
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多
久
市

16 多久

　相談受付票の活用
による職員間での情
報共有と適切な機関・
社会資源へのコンサ
ルテーションを行っ
た。
　つながりネットワー
ク、ちくたくネットなど
を活用した連携・対応
に努めた。

2,236 24 0 2,260

　ワンストップサービス
拠点としての知識・技
術の向上、対応の均
一化
　地域の各ネットワーク
を活用した連携・支援

　相談内容をセンター
職員間で共有しつつ、
ケーススクリーニングを
実施し、適切な関係機
関や社会資源に繋げ
る。必要に応じて、セ
ンター以外の部門との
情報共有を行う。
②つながりネットワーク
やちくたくネットなどの
各ネットワークを活用し
た連携・支援を行う。

2,236 24 0 2,260

17 小城北

　センター相談窓口と
小城まちなか保健室
で連携体制をとり、相
談の対応を行った。
　高齢者が安心でき、
安全な環境のもとで外
出ができるよう、見守り
キーホルダーサービス
の事業を継続実施し
た。

585 4 5 594

　住み慣れた地域で
高齢期を過ごすにあた
り、判断に迷ったり悩
んだりした時、身近な
総合相談窓口としてお
たっしゃ本舗が活用さ
れることを目指す。
　また、相談支援に際
しては一方的なケアで
はなく、本人の主体性
を活かすケアを目指
す。

　総合相談窓口機能
の強化
　センター職員がワン
ストップサービスとして
の機能を再認識する
取り組みを行う。
　面接技術の向上のた
め、学ぶ機会を増や
す。
　高齢者にかかわる多
方面の情報を収集、整
理、共有し、活用でき
るシステムを強化す
る。

18 小城南

　相談相談、認知症サ
ポーター養成講座の
開催：5回開催　196
名参加
　高齢者見守りキーホ
ルダー事業の継続：小
城市南部地区(牛津・
芦刈町）5379世帯に
広報のリーフレット配
布
　カナミックシステムを
使い、関係機関との情
報共有
　出前講座　7か所開
催

533 1 5 539

　連携機関との協働に
より、スムーズな支援
が行えるよう調整を図
る。

　おたっしゃ本舗での
総合相談支援につい
て出前講座・広報等に
て周知を継続し行って
いく。
　高齢者見守りキーホ
ルダー事業について
申請登録の受付継
続、出前講座等で広
報し地域住民への周
知を図る。
　認知症サポーター養
成講座の開催・地域の
見守り体制を検討す
る。

1,118 5 10 1,133

多久市　計

小
城
市

小城市　計
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19 神埼

　民生委員・児童委員
協議会、老人クラブ、
婦人連絡協議会への
ＰＲ活動。関係機関と
の連携。市報掲載。地
域支援だより・おたっ
しゃ本舗だよりの全戸
配布。家庭訪問。認
知症サポーター養成
講座の実施。

557 10 9 576

　おたっしゃ本舗のＰＲ
を図り、高齢者及びそ
の家族が安心して暮ら
せるように、信頼された
継続的な相談の拠点
となり支援する。

民生・児童委員協議
会、老人クラブ、婦人
連絡協議会へのＰＲ活
動、関係機関との連
携、市報掲載、地域支
援だより・おたっしゃ本
舗だよりの全戸配布、
家庭訪問、認知症サ
ポーター養成講座の
実施

20 神埼北

　なかなか地域の中に
入っていけないが、自
宅に閉じこもっている
高齢者の方の声を聴
けるように努めた。相
談を受けた内容を次
のステップにつなげら
れるようにおたっしゃ
本舗を周知した。

253 0 0 253

　地域に住む高齢者
が気軽に何でも相談で
きる環境づくりに取り組
む。

　地域の中に出向い
て、自宅に閉じこもっ
て過ごされている方
に、相談窓口がある事
を知って頂く。身近に
ある事、家族で抱え込
まないように働きかけ
る。
　おたっしゃ本舗だより
の配布。

21 神埼南

　総合相談窓口として
各種相談に対応し、
他のサービス機関や
相談機関に繋ぐなど
連携を図ってきた。ま
た、積極的に訪問して
対応してきた。

541 4 4 549

　各種相談に対応でき
るように相談援助技術
のスキル向上を目指
し、相談機関のネット
ワークを広げていく。

　公的機関の中にある
ことの利点を生かし
て、いろんな相談に対
応できる職員のスキル
アップをめざす。また、
受けた相談に対して
職員間で問題点など
共有し他の機関に適
切に繋げる。

1,351 14 13 1,378

吉
野

ヶ
里
町

22 吉野ヶ里

　民生委員・児童委員
協議会や地区老人ク
ラブ会合や地域のサ
ロン事業、老人クラブ
友愛ヘルプ研修会へ
参加し、カレンダー式
の相談べんり帳やお
たっしゃ本舗が作成し
たチラシを配布し、業
務内容の紹介を行っ
た。
　身近な相談機関で
あることをＰＲすること
で、相談しやすい環
境づくりや支援体制の
整備に取り組むことが
できた。

490 2 4 496

　地区などへ周知活動
を継続する。また、民
生委員協議会に３職
種、SC、認知症地域
支援推進委員で毎月
参加し、顔の見える関
係づくりから、身近な
相談窓口として活用し
ていただく様努める。

　地域、きらら館、ふれ
あい館等の各健康福
祉センターに出向き、
周知活動を積極的に
行う。
　地域の住民の方のプ
ライバシーに十分配慮
を行い、細かな相談や
情報提供に確実に対
応し、身近な相談機関
として認識していただ
くように努める。
　民生委員協議会に３
職種、SC、認知症地
域支援推進委員で毎
月参加し、顔の見える
関係づくりから、身近
な相談窓口として活用
していただく様努め
る。

490 2 4 496

神
埼
市

神埼市　計

吉野ヶ里町　計
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３．権利擁護 

 

具体的な取り組み

②
権利擁護
に関する

こと
（再掲）

③
高齢者虐
待に関す

ること
（再掲）

活動目標 具体的な計画

1 佐賀

　虐待の通報があった際
には、関係機関と連携
し、早期解決を意識した
対応を心がけた。
　警察や消費生活セン
ターと連携し、被害を予
防する取り組みを行っ
た。
　判断能力が不十分な
方へ福祉サービス利用
支援事業や成年後見制
度を活用し、権利擁護に
努めた。

159 4

　地域住民や関係機関
との連携を密にし、高齢
者虐待の早期発見・予
防、終結に向けた取り組
みを行う。
　権利擁護に関する啓
発活動を実施する。

　虐待の通報があった際
には、関係機関と連携を
密にし、終結に向けた対
応を心がける。
　権利擁護に関する広
報誌を発行し、高齢者虐
待や消費者被害の防
止、成年後見制度の紹
介を行う。

2 城南

　包括担当弁護士制度
を利用し、他職種、他機
関と連携を行った。 35 4

　総合相談を入り口とし
て、課題分析を行い早期
に権利擁護に繋げる。

　虐待や困難事例に対
して他職種、他機関と連
携する。

3 昭栄

　高齢者虐待や成年後
見制度の研修会に参加
し対応能力の向上を図
り、相談通報があれば関
係機関と連携しながら対
応に努めた。
　また地域のサロンや老
人会等に参加し、地域
住民と交流を図りながら
周知・啓発活動を行っ
た。

22 1

　関係機関との連携強化
を行い、啓発や広報、相
談業務の充実を図る。

　関係機関との交流機会
の場を設け、情報共有
し、切れ目のない体制つ
くりを行う。
　また成年後見人制度の
普及・啓発及び制度の
活用を推進し、高齢者虐
待については、市や専
門チームと共に積極的
に解決に向けた取り組
みを行う。

4 城東

　見守りネットワークの登
録事業者を増やすことが
できており、早期発見機
能が強化されている。

41 8

　初期対応をスムーズに
行うため、専門機関や行
政と連携強化を図る。

　行政、専門機関が行う
権利擁護に関する研修
及び会議に参加しネット
ワーク強化と専門性の向
上を図る。

5 城西

　高齢者虐待通報時、
個人情報取扱に十分注
意し、適切な情報収集、
事実確認を行った。
　民協等で消費者被害
の事例、対応方法を紹
介し、地域での消費者
被害が発生しないように
努めた。
　資料等を用いて、成年
後見制度を周知した。

2 8

　高齢者虐待の早期発
見につながるよう、地域
への周知活動を行う。
　消費者被害の周知を
行い、被害拡大防止に
つなげる。
　成年後見制度の紹介、
利用・申立て支援を行
う。

　高齢者虐待に対しての
理解を深めるため、地域
に対し、事例等を用いて
周知活動を行い、早期
発見につなげる。
・民協等で消費者被害
の事例、対応方法を紹
介し、地域での消費者被
害発生を防ぐ。
・資料等を用いて、成年
後見制度を周知し、地域
住民が利用を検討しや
すい環境を整える。

市
町

包括名

平成27年度 平成28年度

佐
賀
市
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6 城北

　民生委員協議会やサ
ロン等においての啓発
活動ができた。
　家族や近隣との情報
交換もできていた。

20 19

　地域での啓発活動を継
続して行い、地域住民そ
れぞれの理解を深めて
いく。

　パンフレット等を整備
し、権利擁護の必要性の
理解に繋げる。
　サロンや老人会へ参加
し、現状や予防策などの
情報を提供する。
　必要時には関係機関と
の連携を取り、迅速な対
応を行う。

7 金泉

　”ハートネットきんせん”
において、認知症につ
いての理解、高齢者虐
待についての研修を
行った。
　また、サロン等を通し、
認知症のサポーター養
成講座を行い、サポー
ターの育成に努めた。
　虐待の相談に対して
は、必要に応じ、市・社
会福祉士会・法テラス等
の関係機関とも連携を行
い対応を行った。

17 29

　高齢者虐待の早期発
見・把握に努め、関係機
関と連携し、高齢者が、
地域において尊厳ある
生活を維持し、安心して
生活できるよう、権利擁
護のために必要な支援
を行う。
　また、成年後見制度等
の情報を提供し、啓蒙活
動を行う事により、虐待
の防止と予防に努める。

　地域全体で高齢者へ
の虐待、権利侵害、消費
者被害等から、高齢者の
権利を守るため、正しい
知識の普及・啓発に努め
る。
　必要に応じ、市・社会
福祉士会・法テラス等の
関係機関とも連携を行
い、適切な対応を行って
いく。
　また、成年後見制度や
地域福祉権利擁護事業
等の利用を支援すると共
に、権利擁護の仕組み
について、啓発・啓蒙に
努めていく。

8 鍋島

　おたっしゃ本舗の紹介
や講話の際に、高齢者
虐待についての広報活
動を合わせて実施。
　相談の際には、関係機
関・民生委員などとの情
報交換や連携を図りな
がら対応している。

16 1

　高齢者虐待に対して早
期発見・対応ができるよ
う、各関係機関との連
携・情報交換を積み重ね
ていく。

　高齢者虐待に関する
広報活動の継続を行っ
ていく。
　センターの広報活動と
合わせて実施し、相談し
やすい雰囲気作りも心掛
けながら対応していく。

9
諸富・
蓮池

　成年後見制度や高齢
者虐待に関する研修会
に参加し、包括職員で
内容を共有することで、
権利擁護に対する知識
の向上を行うことができ
た。

7 2

　地域全体で、高齢者を
虐待や権利侵害等から
守る為、正しい知識の普
及・啓発に努める。

　民生委員協議会やサ
ロン等に出向き、普及啓
発活動を行う。
　チラシ等の作成を行
い、地域住民へ配布を
行う。

10 大和

　民生委員協議会、サロ
ン、老人会等で高齢者
虐待や消費者被害の防
止、権利擁護等の啓発
活動を行い、被害防止を
行った。虐待通報があっ
た際は関係機関と連携
し、迅速に対応を行っ
た。

43 10

　高齢者の権利が守れる
ように関係機関との連携
を図り、迅速な対応を行
う。

　高齢者の権利擁護、啓
発活動を継続し、情報提
供・情報収集を行う。
　各関係機関との連携を
図り、早期発見、対応す
る。民生委員、見守り
ネットワーク等、地域の
見守り体制の構築を継
続する。

佐
賀
市
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11 富士

　行政や民生委員、医
療機関等との情報共有
を心がけ、必要に応じて
家族支援や見守り支援
に繋げている。
　消費者問題では、行政
や警察、民生委員や自
治会とも情報を共有でき
る体制を心がけている。

3 1

　高齢者の人権や財産
を守る観点から、広く啓
発活動に勤める。

　高齢者だけでなく、高
齢者の背後に家族や家
庭生活があることを住ま
え、高齢者の人権や財
産を守る活動を行う。
　権利擁護事業や成年
後見制度の活用、また消
費者トラブルに関しては
安心して相談できるよう
周知活動に努める。

12 三瀬

　認知症高齢者への支
援等と絡めながら、他機
関の協力を得て住民向
けに研修会を開催するこ
とが出来た。

0 0

目標：権利擁護について
の啓発活動を行う。
計画：研修会や訪問活
動等での啓発活動を行
う。

　前年度に引き続き、研
修会等の場で啓発活動
を行うとともに、不参加の
方へも、包括での訪問活
動等で必要に応じて啓
発を行っていく。

13 川副

　関係機関と連携を図り
ながらケースの解決にあ
たった。

16 3

目標：被害の未然防止と
早期発見。
計画：普及啓発活動を行
う。

　関係機関と連携を図り
ながら未然防止のための
啓発活動を自治会公民
館など、より住民の身近
なところで行う。

14 東与賀

　介護保険サービス事業
所、民生委員、高齢者
等相談・連絡員との連携
を図りながら業務を実施
した。

1 1

　啓発活動、虐待発見の
窓口開拓と問題の早期
発見に努める。

　介護保険サービス事業
所、民生委員、高齢者等
相談・連絡員との連携を
図る。
　成年後見制度等の制
度活用に努める。

15 久保田

　2ヶ月に一度発行して
いる広報誌にて消費者
被害について情報を発
信することができた。会
合等でも講話を行い、啓
発活動を行った。

5 2

　成年後見制度・消費者
被害を防止するために、
研修会に参加し包括職
員の知識を深め、住民や
関係機関に啓発してい
く。

　研修会等に積極的に
参加し、まずは包括職員
の知識を深め、相談者や
関係機関に情報を発信
していく。
　また、高齢者虐待の相
談等があった際は迅速
に事実確認を行い、関係
機関に報告・相談を行っ
ていく。

387 93

佐
賀
市

佐賀市　計
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多
久
市

16 多久

　ネットワーク推進委員
会を開催（年2回）し、講
義や事例紹介・検討を
通じて、高齢者虐待防
止への啓発認識を深め
た。
　各種媒体を活用した啓
発活動や民生委員会へ
の周知・協力依頼を行っ
た。また、消費生活相談
員と相談・連携し、予防
啓発活動、同行訪問に
よる実務への協力等の
対応を行った。

24 0

　高齢者虐待防止ネット
ワ-ク活用
　高齢者虐待・消費者被
害防止のための啓発と
必要に応じた相談員との
訪問活動

　ネットワーク推進会議を
通じて、医療・介護関係
者へ必要な知識や対応
方法などの啓発し、早期
発見・早期対応を行う。
　各種媒体を用いて啓発
活動を実施する。必要に
応じて、消費生活相談
員や支援者と共にアウト
リーチを実施する。

24 0

17 小城北

　高齢者虐に対しての対
応
　認知症サポーター養
成講座の実施（5回／
368名）
　認知症サポート医によ
る物忘れ相談会の実施
（11回/相談件数・・・12
件）

4 5

　高齢者の権利と尊厳を
守るために高齢者虐待
の防止、成年後見制度
等の啓発、消費者被害
の防止への取り組みを継
続し、認知症になっても
暮らしやすい地域作りに
努めていく。

　高齢者にかかわる職種
に対して、「高齢者虐待
に関する研修会」を実施
し、虐待になる前に気づ
き、対応できる体制を構
築していく。
　認知症サポート医によ
る、物忘れ相談会を実施
し、認知症を早期から治
療できるように取り組む。

18 小城南

　高齢者虐待防対応:3
件

1 5

　市と連携を行い、必要
に応じて関係機関と調
整を図っていく。

　2人以上の職員で訪問
し、客観性を高めた対
応。
　関係機関との調整でよ
り多くの情報を集めて対
応を行っていく。
　虐待対応の研修を受
講し視野を広めていく。

5 10

多久市　計

小
城
市

小城市　計
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19 神埼

　民生委員児童委員協
議会、老人クラブ、婦人
連絡協議会へのＰＲ活
動を行った。
　地域包括職員の虐待
対応研修を行った。
　高齢者福祉事業所で
の虐待防止研修を行っ
た。

10 9

　市民への周知を図り、
困難な状況にある高齢
者が権利や尊厳を持っ
て地域で暮らしていける
ように支援する。

　民生委員児童委員協
議会、老人クラブ、婦人
連絡協議会へのＰＲ活動
　地域包括職員の虐待
対応研修
　高齢者福祉事業所で
の虐待防止研修

20 神埼北

　地域の方や民生委員
会からの情報を市に繋い
だ。老人会において出
前講座により権利擁護
について周知した。

0 0

民生委員や地域の方と
情報共有し、市につなげ
る。

　研修会への参加にて
知識を深める。
　地域の方や民生委員
からの情報を共有するた
め信頼関係を築く。情報
確認を行い関係機関に
つなぐ。

21 神埼南

　地区の老人会で成年
後見制度や消費者被害
等の講習会を行った。
　また来所には地域の見
守り体制を構築する為に
随時対応していった。

4 4

　市と連携しながら、虐
待の早期発見や権利擁
護、消費者被害予防な
ど積極的に関わってい
く。

　市と連携しながら虐待
や消費者被害などにも
対応する。
　老人クラブや婦人会な
どいろいろな集まりに参
加して啓発活動を行う。
　また佐賀県弁護士会の
包括担当弁護士とも情
報交換を行う。

14 13

吉
野

ヶ
里
町

22 吉野ヶ里

　福祉講座において、介
護者、一般住民、ケアマ
ネ等を対象に、司法書
士による講話を実施し
た。
　老人クラブやサロン事
業などへ参加し高齢者
虐待や権利擁護に関す
る知識の啓発と相談方
法についての周知活動
を行った。
　認知症サポーター養
成講座の開催を行い、
認知症についての知識
の啓発に取り組むことが
できた。
　裁判所との連携により
成年後見申立の支援を
行い、後見人を立て権
利擁護に努めた。
　高齢者虐待対応専門
職チームとの連携によ
り、虐待対応について勉
強会を実施した。

2 4

　権利擁護等に関する
周知活動の継続。
　認知症の理解に関する
地域住民への普及啓発
を図る。

　一般住民や地区組織、
関係機関を対象に、権
利擁護や相談機関につ
いて幅広く周知活動を継
続し、問題の早期発見と
対応を図る。関係機関と
適宜、情報共有に努め
る。
　幅広い年代や、民間企
業、小中学校等へ認知
症サポーター養成講座
を開催し、認知症につい
ての知識の啓発に取り
組む。
　成年後見制度の理解と
活用方法の周知に努め
る。

2 4

神埼市　計

吉野ヶ里町　計

神
埼
市
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４．包括的・継続的ケアマネジメント 

 

平成27年度

具体的な取り組み 活動目標 具体的な計画

1 佐賀

　年６回成章ネットワークを開催。
校区内の介護保険事業者との連
携強化と職員のレベルアップを
図った。
　ネットワークで校区内の社会資
源情報を共有したり、校区の民
生委員との交流会を開催すること
で、高齢者の継続的な支援のた
めの一助とした。

　高齢者が、社会資源を適切に
活用して地域で安心してその人
らしい生活を継続できるよう、関
係機関との連携体制を深めると
共に、介護支援専門員に対して
の支援を行う。

　成章ネットワークや個別の対応
の中で、関係者とのネットワーク
機能を深め、高齢者支援のため
の連携体制を構築する。
　成章ネットワークで多事業所の
多職種と情報交換や研修の機会
を持つことで、専門職のレベル
アップを図る。

2 城南

　介護支援専門員のサポートを
行い、支援を行った。

　地域や各事業所と連携してい
く。

　地域行事に参加することでネッ
トワークづくりに繋げる。

3 昭栄

　困難事例や処遇困難事例・地
域課題を含んでいる事例に対し
「地域ケア会議」を積極的に開催
するように努めた。
　昭栄ネットワークを通し、地域の
介護支援専門員、介護サービス
事業所の研修会、事例検討会、
懇親会を開催した。

　昭栄ネットワークを通し、介護支
援専門員のネットワークの構築と
定期的な研修会の開催。

　昭栄ネットワークで研修会や事
例検討会を定期的に開催し介護
支援専門員の資質の向上を図
る。

4 城東

　居宅介護支援事業所と連携が
図れるよう、情報提供会議など
行った。

　地域の介護支援専門員と社会
資源の活用、困難事例の支援を
行う。

　多職種支援の勉強会等を実施
していく。

5 城西

　見守りネットワーク事業の勧奨
をした。
　城西ネットワーク会議を実施し
た。
　地域の介護支援専門員の抱え
る困難事例について、一緒に検
討し関係機関等との連携を図っ
た。

　地域の高齢者等が住み慣れた
地域で暮らすことができるよう、医
療機関、介護保険事業所、イン
フォーマル資源と連携し支援を
行う。

　見守りネットワーク事業に継続
的に取り組む。
　年３回の城西ネットワーク会議
の継続。
　地域の介護支援専門員に対す
る情報提供や困難事例の相談受
付。

6 城北

　各関係機関（行政、医療、福
祉）と連携し、入院時、退院時の
支援がスムーズに出来た。
　関係機関の理解を得て、必要
時に地域ケア会議を開催した。

　高齢者の在宅生活を支える地
域つくりのために、地域の他の
ネットワークとも連携を図る。

　多職種連携の研修会、勉強会
に参加し、情報交換の機会を多く
作る。
　地域ケア会議を効果的に開催
し、地域資源の開発、行政への
提言につなげる。

市
町

包括名

平成28年度

佐
賀
市
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7 金泉

　地域の介護保険事業所と関係
の構築、民生委員と情報交換及
び連携に努めた。
　また、医師会等をはじめとする
各専門機関の研修に出向き、顔
の見える関係作りに努めた。

　主治医・介護支援専門員はじ
め、地域の様々な関係者及び関
係機関との連携、協働に努め、
包括的・継続的なマネジメントを
目指し、途切れることのない支援
を行う。

　地域ケア会議の定例化を図り、
地域の関係者、関係機関等々と
の連携、協働に努める。
　また、介護支援専門員の個々
に抱える困難事例をはじめとす
る、個別の事例検討会の開催に
努め、個々の課題から、地域課
題の抽出に努めていく。
　金立・久保泉地区のまちづくり
協議会との連携、ハートネットき
んせんのネットワーク活動の推進
を図っていく。

8 鍋島

　サービス担当者会議への出席
や、個別ケースについての相談・
助言等継続している。ネットワー
ク鍋島連携会議を開催。

　介護支援専門員をはじめ、各
関係機関や地域との連携を図り
ながら対応を行う。

　介護支援専門員や各事業と、
関係機関、支援者などがスムー
ズに情報交換などの関わりが行
えるよう支援していく。

9
諸富・
蓮池

　地域の介護支援専門員を集め
て事例検討会・勉強会の開催が
できた。

　地域ケア会議を開催する。 　今までの勉強会を発展させ、地
域課題抽出を目的とした会議へ
発展させる。

10 大和

　地域の介護支援専門員に対し
て「ネットワーク大和」を年3回研
修会等を開催し、実践力向上、
ネットワーク構築を図った。
　また、個別地域ケア会議につい
ては、今年度2回開催し、介護支
援専門員の後方支援、課題解決
に向けて取り組みを行った。

　地域ケア会議を適宜、開催し、
方向性を確立する。
　地域の介護支援専門員へのサ
ポートの充実を図る。

　個別地域ケア会議を適宜、開
催し、定期的な開催の確立へ繋
がるよう努める。
　また、地域の介護支援専門員
の連携、資質向上を目的に「ネッ
トワーク大和」の定期開催を行う。

11 富士

　行政や地域の医療機関、福祉
事業所等、また地元の民生委員
や自治会などと連携体制を構築
し、支援の必要な高齢者を地域
で継続的に支えるサポート環境
を整えるように努めた。

　地域ケア会議を定期的に開催
し、課題の抽出、不足している社
会資源に向き合い、住みやすい
町づくりを目指す。

　ネットワーク構築に向けて積極
的に地域に出向き、高齢者と関
わりのある個人・団体・機関等の
情報交換することで、地域で暮ら
す住民の方たちと課題を共有
し、見守り、支え合う体制づくりを
行う。

12 三瀬

　前年度より継続して開催してい
た地域ケア会議の体制を維持し
ていくため、引き続き開催に努め
た。

目標：地域ケア会議の開催と内
容の充実を図る。
計画：関係機関より引き続き協力
を得られるように、会議の内容を
検討していく。

　前年度に引き続き、関係機関
の協力を得ながら、包括が主体と
なって地域ケア会議を開催して
いく。
　実際に開催していく中で、参加
者や検討議題などを検討してい
く。

13 川副

　地区介護支援専門員の困難事
例に同行訪問を行ったり、市や
保険者にも同行し相談に行く。
　事例検討会を月に2回程度行う
ことができた。

目標：介護支援専門員の実践の
サポートを行う。
多職種と地域の連携を図る。

　個別のケースで居宅介護支援
専門員へ助言・アドバイスだけで
なく同行支援などサポートを行
う。
　地域のまちづくり協議会への参
加やかわそえネットワークへの参
加。
　生活・介護支援サポーター意
見交換の継続。

佐
賀
市
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14 東与賀

　専門職、団体等と更なる連携を
図りながら、包括的継続的ケアマ
ネジメント体制の整備に努めた。

　介護サービス事業所、居宅介
護支援事業所等との関係作りに
努める。

　専門職、団体等との更なる連携
を図りながら、包括的継続的ケア
マネジメント体制の整備に努め
る。

15 久保田

　個別事例の地域ケア会議を開
催する為に、関係者と情報共有
を行い、開催に向けての準備を
一緒に行うことができた。

　地域ケア会議やネットワークを
通じ、地域の課題把握・解決に
向けて関係機関と連携を図り、社
会資源を駆使してニーズに合っ
たサービスが提供できるように継
続的に支援をする。

　地域ケア会議で個別ケース検
討会を定期的に開催する。
　多くのケースを検討し、地域の
課題を抽出していく。また、緊急
時は必要に応じて随時地域ケア
会議を開催していく。

多
久
市

16 多久

　市報、CATVの利用、また、各
地域団体への講師協力を通じた
広報活動を実施した。
　介護支援専門員連絡会と研修
会を実施した。
　毎月、多久地区在宅医療連携
協議会を開催。また、多久市地
区在宅医療連携推進研修会、多
久・小城地区在宅医療連携協議
会にて市民公開講座を開催し
た。

　相談体制の整備及び周知
　介護支援専門員同士のネット
ワーク構築と実践力向上支援
　多職種連携体制構築・強化

　地域包括支援センターの体制
について、市報、CATVによる広
報を行う。また、地域ケア会議な
ど通じて、関係機関・団体への周
知を図る。
　多久地区介護支援専門員連絡
会（ケアマネcafé）の定期開催や
研修会、ケース検討会を企画す
る。
　在宅医療介護連携事業におけ
る研修、職種部会開催を通して
連携・強化を図る。

17 小城北

「オフライン」の関係づくり
　高齢者安心ネットワーク事業所
部会の運営を行った。
　地域ケア会議の運営として、地
域ケア代表者会議、活き生きプラ
ン検討会、多職種事例検討会、
支援困難事例検討会を開催し
た。
「オンライン」の関係づくり
　ＩＣＴクラウドシステムを運用し関
係づくりを行った。

　地域ケア代表者会議により、
『高齢者が住み慣れた自宅で、
「安心」「安全」のある暮らしがで
き、できる限り長く地域社会で自
律した生活が続けられる支援環
境を地域社会全体で創り上げて
いく』と小城北部地区の地域包括
ケアの理念を明示し、地域包括ケ
アシステムのさらなる構築に向け
て取り組む。

小城北地域ケア会議の運営
　小城北地域ケア代表者会議
年6回
　小城北支援困難事例対応会議
随時
　活き生きプラン検討会　年12回
　多職種事例検討会　年6回

18 小城南

　おたっしゃ本舗小城南地域ケア
会議を開催した（小城市南部地
域ケア会議、小城市南部サービ
スネットワーク部会、小城市南部
個別ケア会議）。
　小城市在宅医療連携協議会と
連携に努めた。
　民生児童委員連絡協議会定例
会に参加することにより情報共有
に努めた。

目標：多様化する高齢者の生活
を尊重し、高齢者が地域で自立
した生活を行えるように支援す
る。
　地域支援事業に向けた、地域
の各種団体のインフォーマル
サービスと協力・連携できる体制
づくりを構築する。
計画：介護支援専門員及び関係
機関が抱える課題や問題の抽出
を行い、ケアマネジメント力を高め
る取り組み。関係機関との連携
体制の構築。

　おたっしゃ本舗小城南地域ケア
会議開催
　小城市在住医療連携協議会と
の連携
　民生委員・児童委員連絡協議
会定例会への参加
　出前講座により介護予防・日常
生活支援総合事業など地域住
民、関係機関などに周知、広報
を行う。

小
城
市
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19 神埼

　ケアネットかんざきで研修・意見
交換を行った。サービス担当者
会議、グループホーム運営推進
会議に参加した。主任ケアマネ
ジャーの研修会を行った。在宅
医療連携拠点施設運営委員会
及びグループ窓口拠点施設運営
委員会に参加した。
　地域リーダー養成講座、もの忘
れ相談室、認知症講演会での認
知症相談会、地域ケア個別会議
での協力いただいた。
　民生児童委員協議会参加及び
老人クラブによるボランティア活
動学習会を開催した。

　地域や関係機関との連携を図
り、要支援状態になった高齢者
が介護状態にならないように、自
分に合ったサービスの選択がで
き、また、適切なケアマネジメント
を受けることができるように介護
支援専門員の後方支援を行い、
包括的に支援する。

　ケアネットかんざき、サービス担
当者会議、グループホーム運営
推進会議、主任ケアマネジャー
　地域包括支援センター運営委
員会、在宅医療連携拠点施設運
営委員会、グループ窓口拠点施
設運営委員会
　民生委員児童委員協議会参加
及び老人クラブによるボランティ
ア活動学習会

20 神埼北

　地域ケア会議をして見守りの輪
を広げるように努めた。
　関係機関との連携の継続を
行った。

　地域の社会資源や他職種との
連携をとる。

　地域の関係機関や介護支援専
門員だけでなく、他職種の方とも
顔見知りになる。
　関係機関との連携を密にとる。
本人や家族が必要な時にサービ
スが受けられるよう社会資源の情
報を把握する。

21 神埼南

　地域のネットワーク構築の為に
月1回地域ケア会議を開催するこ
とができた。今後も事例検討会等
も行っていく。

　月に1回実施している地域ケア
会議を充実させて、サービス事業
所や行政、各種団体との連携を
強めていく。

　月に1回定期的に開催している
地域ケア会議において事例検討
会や職種間の連携を深めること
により地域の課題を考えていく。
　年１回地域住民対象の研修会
を実施し、認知症に対する理解
を深め住民の見守りネットワーク
をつくる。

吉
野

ヶ
里
町

22 吉野ヶ里

　ケアプラン・介護予防プラン研
修会、地域包括ケア研修会、在
宅医療介護連携研修会、認知症
対応力向上研修会等への参加を
行い、スキルアップに努めた。
　佐賀中部広域連合、佐賀県社
会福祉士会の研修会に参加し、
スキルアップに努めた。
　地域ケア会議と吉野ヶ里町ふ
れあいネットワーク推進協議会を
開催した。
　居宅介護支援事業所の介護支
援専門員を対象に、個別地域ケ
ア会議を開催したことで、課題の
抽出と課題解決に向けてのネット
ワークを構築した。
　吉野ヶ里町ふれいネットワーク
推進協議会の17関係機関と情報
共有、連携基盤づくり、各種課題
解決にむけた体制づくりの構築
を行った。
　地域在宅医療連携拠点委員会
及び在宅医療連携拠点施設運
営委員会に参加した。

　課題解決に向けたシステムと各
専門機関の連携に努める。
　地域ケア会議を充実させる。

　吉野ヶ里町ふれあいネットワー
ク推進協議体の構築協定の締結
を進める。
　医療介護連携体制の推進（研
修、情報交換等）
　必要な資源の開発と課題解決
に向けての地域ケア会議・推進
会議の開催。生活支援コーデイ
ネーターの設置。認知症初期集
中チーム設置。認知症地域支援
推進員を設置。

神
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1 佐賀

　年６回校区内の介護保険事業
所とのネットワーク会議を開催。
情報交換や話し合いの場及び
研修の機会を持つことで、お互
いの理解を深めながら職員のレ
ベルアップを図っている。

　個別事例での医療機関スタッ
フとの関りや連携により、お互い
の信頼関係を深めながら連携体
制を強化している。

　高齢者見守りネットワーク事業
の登録依頼の訪問活動で、お
たっしゃ本舗のＰＲを行い、高齢
者の総合相談窓口としての理解
と連携を図っている。

2 城南

　民協、自治会、各種関係機関
との定期的に連携を行う。

　在宅医療介護連携推進事業に
参加して連携を図る。

　校区社協、各種地域団体の会
議に参加して、顔の見える関係
づくりを行う。

3 昭栄

　昭栄ネットワークでの関係機関
との研修会や事例検討会、懇親
会を開催し顔の見える関係つくり
に努めた。
　困難事例や介護支援専門員が
処遇困難事例と相談があった際
には、地域ケア会議を開催し各
関係機関と連携できるように努め
た。

　地域連携室と地域の介護支援
専門員との意見交換会の場を作
り、医療連携できる体制つくりに
努めた。
　医療機関からの相談には早急
に対応している。

　「高齢者の居場所つくり」として
社協・老人会・自治会と情報交
換等連携や相談しやすい関係を
作ることができた。

4 城東

　地域の居宅介護支援事業所と
定期的な集まりを通じて、個別
ケース検討・社会資源活用を促
した。

　地域の在宅医療・介護資源の
把握と連携会議に参加し、取組
み状況等の情報共有を行った。

　地域の行事、サロン活動、見守
りボランティア会議等に参加し
た。
　佐賀市見守りネットワーク事業
登録を継続し、センターの周知と
コミュニケーションを図った。

5 城西

　年3回の城西ネットワーク会議
は継続して実施しており、地域
の介護保険事業所との顔が見え
る関係づくりをおこなっている。
　民生委員協議会、グループ
ホーム運営推進会議等への参加
により、情報の交換や相談の受
付等をおこなっている。

　医療機関からの退院や介護保
険申請等の相談を受け、連携し
て支援出来る体制をとっている。
　医師会主催の勉強会等に参加
し、顔が見える関係づくりをおこ
なっている。

　生活介護支援サポーターの定
期的なフォローアップ研修を行
い、地域におけるサポーターを
確保している。
　老人クラブやサロンへ訪問し、
地域組織との連携を図っている。

6 城北

　民生委員協議会に毎月出席
し、相談件数、対応の状況を報
告する。
　民生委員と可能な範囲で情報
を共有し同行訪問等連携する。
　まちづくり協議会に出席し、他
機関の活動を知り、連携を図る。
　校区社協会議に出席し、継続
的な参加が出来るように働きか
けていく。

　多職種連携の研修会に参加す
る。
　重要被支援者連絡会（好生
館）、地域医療連携セミナー（佐
賀病院）に出席。
　在宅医療窓口連携会議に出
席。
　依頼があれば、入院時の情報
提供、退院時のカンフアレンスに
出席。

　サロン、老人会に出席。
　公民館活動の情報を地域に提
供できるように整備する。
　「きてみんしゃいカフェ」に参加
し、地域（自治会、校区社協、障
害者施設、住民）と交流や情報
交換の機会を持つ。

市
町

包括名

平成27年度

関係機関との
連携作り

医療機関との
連携体制づくり

地域のインフォーマル
サービスとの連携づくり

佐
賀
市
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7 金泉

　金泉地区の介護サービス事業
所と”ハートネットきんせん”の
ネットワークを構築し、年４回の研
修や交流の場を設け、サービス
の質の向上を図ると共に、事業
所間の関係つくりに努めた。
　グループホーム連絡会を開催
し、認知症ケアのネットワークの
構築にも取り組んだ。
　薬剤師会等とも連携しながら、
必要時には地域ケア会議への参
加協力を得られる構築を図って
いる。
　地域の介護支援専門員からの
困難事例等の相談は、地域ケア
会議を開くなど、課題の把握等、
問題解決に向け共に取り組んで
いった。

　佐賀市医師会・歯科医師会を
通じ、多職種連携・協働につい
て、研修や交流の場へ参加し、
顔の見える関係の構築に努め
た。
　医療連携室等を窓口に、主治
医との連携が図れるよう取り組
み、今後の体制作りへ繋げられ
るよう努めている。
　今後も継続して研修・情報交
換を行い、医療・介護の情報共
有と共に、地域での体制作りに
繋げていく。

　金立・久保泉地区の民生委員
協議会に毎月参加し、情報の共
有に努めている。また、まちづくり
協議会や自主防災訓練等へも、
積極的に参加し、地域の防災体
制や福祉の町つくりへの協力を
行っている。
　生活介護支援サポーターの継
続的な研修を行い、見守りネット
ワークの協力事業者と共に、地
域での見守り体制つくりに努めて
いる。

8 鍋島

　情報共有・相談がスムーズに
行えるよう、良好な関係を維持し
ていきながら連携の継続を図っ
ていく。
　多職種介入・地域ケア会議等
において、事業所同士の連携が
図れるよう支援していく。

　対応ケースを通して医師・医療
ソーシャルワーカー・看護師等と
の情報交換・連携を図りながら、
関係構築を継続していく。

　民生委員をはじめとする自治
会やボランテイアの方々との協
力関係を維持しながら、地域で
の認知度が高まるよう、一つ一つ
の実績積み上げを継続していく。
　見守り体制・高齢者の居場所
作り等の構築が図れるよう、広
報・啓発活動に取り組んでいく。

9 諸富・蓮池

　他職種連携を目的に定期的な
勉強会を開催。
　介護支援専門員を集めて、勉
強会を地域ケア会議として発展
させる。
　民生委員会をはじめサロン等
に参加し連携を深める。

　ソーシャルワーカー、相談員の
方々と連携しながら医療から介
護へ切れ目のない支援を行う。

　見守りネットワーク等の訪問を
通じて、情報を収集し支援に繋
げられるよう整備する。

10 大和

　ネットワーク大和（年3回）、個
別地域ケア会議を通じて各関係
機関との連携を図った。
　民生委員協議会には毎月参加
し、相談実績等の報告を行い、
情報の共有を行った。

　佐賀市医師会主催の研修会へ
の参加やネットワーク大和、個別
地域ケア会議を通じて医療機関
等の連携を図った。
　随時、個別のケースにて医師、
ソーシャルワーカー等との連携を
図った。

　各校区のまちづくり協議会（定
例会、イベント）へ参加し、情報
の共有、地域に適した社会資源
の開発に努めた。
　老人会やサロン等へ出向き、
おたっしゃ本舗PR（おたっしゃ新
聞の配布）や講話を行った。
　見守りネットワーク事業につい
ては、活動があまり出来なかっ
た。

11 富士

　地域ケア会議開催は年１回の
実施となる。
　普段より病院、行政、民協、警
察など関係機関との連携を図り、
地域での困り事、課題、今後の
支援など安心して住み慣れた地
域で暮らせるよう働きかけ、問題
解決に向けて体制構築してい
る。

　定期的な医療機関との連携関
係は構築できていない。
　事例を通して主治医へ情報提
供、情報収集を行っている。
　退院時など安心して在宅復帰
できるよう病院MSW、PSW、看護
師等との連携を図り、介護保険
申請、家屋調査、介護サービス
利用について調整を行ってい
る。

　民協、自治会長、社協、各種ボ
ランティア団体などを通じ、地域
の情報や課題の収集・共有がで
きるよう連携を行っている。
　サロン、老人クラブなど介護予
防、認知症予防などについて講
話等を行い、連携づくりを行って
いる。

佐
賀
市
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12 三瀬

　毎月の民生委員会、高齢者
サービス調整会議、ケース会議、
小規模多機能運営推進会議へ
の参加を継続的に行い、情報共
有や連携を図る体制作りに努め
ている。
　平成28年度より、高齢者サー
ビス調整会議を地域ケア会議と
位置付けるため引き続き関係づ
くりに努めていく。

　高齢者サービス調整会議、主
治医意見書記載依頼や入退院
時に必要な医療機関と連絡を取
り、必要な支援の検討や情報共
有を図るなど、地域の高齢者の
ために支援を行っていけるよう
に、引き続き連携を図っている。

　包括主催の研修会等では、生
活介護支援サポーターや見守り
ネットワーク事業所に対しても開
催の案内を行い、数か所参加に
つながっている状況。今後も、継
続して参加してもらえるよう、研
修会の開催や内容の検討をして
いく。

13 川副

　地区内の居宅介護支援事業所
の介護支援専門員と意見交換
会や事例検討会を行った。
　かわそえネットワークへ参加し
多職種の方との連携を図ってい
る。
　弁護士合同研修会にも参加し
連携作りに努めた。

　かわそえネットワークへ参加、ま
た川副地区住民に関わる新規事
業所に参加勧奨を行った。
　医師会・歯科医師会などの研
修会に積極的に参加。

　民生委員児童委員協議会への
参加や民生委員の方との懇親会
に参加し相談しやすい関係づく
りに努めた。
　中川副・南川副・西川副まちづ
くり協議会への参加
　老人会やふれあいサロンでの
健康講話や消費被害防止講話
　生活・介護支援サポーターの
意見交換会・研修会の継続実施

14 東与賀

　介護サービス事業所、居宅介
護支援事業所等との関係作りに
努める。
　介護支援専門員協議会(佐賀
県・地区協議会)活動を通し医療
機関等とも連携できる関係づくり
を進めていく。

　必要に応じて医療機関等ととも
に支援できる体制を整備に努め
る。

　民生委員協議会(校区)、老人
会、サロン等への参加を通して、
インフォーマルサービスとの連携
作りを行う。
　生活・介護支援サポーターの
修了者を「折り紙ボランティア」と
して組織した活動 (活動継続) を
行う。

15 久保田

　見守りネットワークや久保田町
独自の会合を開催し、関係機関
と顔の見える関係作りを継続して
行っている。
　民生委員・児童委員にも会合
への参加の声かけを行い、関係
機関と地域との繋がりを構築して
いる。
　安心サポートとも相互に相談を
行う等連携を図っている。

　介護保険サービスや関わりが
必要な高齢者が医療機関を受
診されている際は医療機関から
包括に連絡や相談をもらってい
る。
　包括からも医療が必要な方に
ついて病院に電話等を行い、連
携を図っている。
　佐賀市医師会や歯科医師会
等の研修会に積極的に参加し、
連携体制の構築を行っている。

　民生委員からの相談や地域の
住民からも近隣で気になる方の
ことについて相談等が増加して
いる。
　新規のサロンの講話依頼等も
増えており、サロン等の参加者よ
り相談を受けることもある。
　見守りネットワークへ生活・介
護支援サポーターと民生委員も
参加し、地域の見守りの目となっ
ている。

多
久
市

16 多久

　在宅介護支援センター会議、
地域包括ケア会議、ケアマネ
ジャー連絡会（ケアマネcafé）、
つながりネットワーク

　地域ケア会議、つながりネット
ワーク、多久・小城地区在宅医
療・介護連携推進協議会「ちくた
くネット」、多久・小城地区医師会

　民生委員児童委員連絡協議
会、老人クラブ連合会、消費者グ
ループ、男女共同参画ネットワー
ク、地域ふれあいネットワーク

佐
賀
市
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17 小城北

18 小城南

　小城南南部地域ケア会議を2ケ
月に1回
　小城市南部サービスネットワー
ク部会2ケ月に1回開催
　小城市南部個別ケア会議毎月
1開催

　在宅医療拠点病院とともに、
サービス事業者、民生児童委
員、医療機関等と研修会や市民
公開講座の開催を行った。
　地域ケア会議に医療機関から
の参加を促し、関係構築を図る。

　各種団体への出前講座を行
い、顔の見える関係つくりに努め
る。
　民生児童委員協議会・市主催
ケア会議に参加し、情報収集、
連携体制の構築を行う。

19 神埼

　ケアネットかんざきによる研修及
び意見交換会（4回開催）
　サービス担当者会議参加（委
託事業所25回）
　グループホーム運営協議会参
加（21回）
　主任ケアマネジャーの研修会
（4回開催）

　在宅医療･介護連携推進事業
での在宅医療連携拠点施設運
営委員会およびグループ窓口拠
点施設運営委員会・研修会参加
　地域リーダー養成講座での講
師
　もの忘れ相談室での相談・助
言
　認知症講演会での認知症相談
会開催
　地域ケア個別会議での助言等

　定例の民生委員児童委員協議
会参加及び老人クラブ等による
ボランティア活動学習会
　介護予防・日常生活支援総合
事業に向けた通いの場づくりの
為の検討

20 神埼北

　高齢者の状況や環境の変化が
あれば、サービス事業所と連携を
密にとって、サービス利用が円滑
にいくようにしている。
　グループホーム運営推進会議
の参加。

　在宅医療連携の研修会参加。
　入退院時、病院や施設の担当
者と連絡や情報提供を相互間で
図っていく。

　定例の民生児童委員定例協議
会への参加。
　地域ケア会議を実施する事に
より、地域の方や関係機関との
ネットワークづくりが構築できる。

神
埼
市

21 神埼南

　月に1回定期的に開催している
地域ケア会議で千代田町内の事
業所とネットワークづくりを行う。
　地域の民生委員や区長、警察
や消防、ＮＰＯの代表など地域
での関係づくりの基盤になる方と
も連絡を取り合い関係づくりを
行っていく。
　個別事例検討会を実施するこ
とにより、日頃からの情報交換を
密に行い地域の課題を関係者で
共有できるようにする。

　在宅医療・介護連携体制づくり
では、神埼市郡医師会が中心と
なって在宅医療・介護連携のグ
ループ窓口が企画を行ってお
り、市郡医師会等の研修会へ参
加し、関係づくりを継続していく。
　地域ケア会議等にも医療関係
者の参加を要請していく。
　在宅での看取りを中心に多職
種連携の在宅ネットの研修会に
参加して、ネットワークを構築し
ていく。

　地元のNPO組織等、自主的な
ボランティア各種団体にも地域
包括支援センターのPR活動を展
開していく。
　民生委員会には毎月会議に出
席し、地域の課題や包括の状況
など報告をしていく。
　地域ケア会議において、市民
公開講座等を企画してイン
フォーマルサービスとの連携づく
りに努める。

神
埼
市

小
城
市

小城北部地区地域ケア体制を下記の図のとおり体系化し、運営を行った。
実績：居宅介護支援事業所部会（6回/179人）・グループホーム部会（5回/112人）・訪問看護事業所
部会（6回/40人）・訪問介護事業所部会（7回/89人）・民生委員部会（12回×2町・小城町、三日月
町）・医療機関部会（10回/78人）・地域ケア代表者会議（10回/235人）・活き生きプラン検討会（9回
/134人）・多職種事例検討会（2回/109人）・支援困難事例検討会（9回）
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22 吉野ヶ里

　地域ケア会議を開催し、多職
種、関係機関が集い、ネットワー
ク構築と課題解決に向けた会議
を実施した。
　高齢者虐待対応チームとの連
携や佐賀県社会福祉士会、弁
護士会等との情報交換を実施
し、権利擁護等に関しての連携
づくりに努めた。
　定期的に老人クラブや民協へ
の参加を行い、地域における
ネットワークを構築した。
　専門職種（ケアマネの会等）と
のネットワーク構築や情報交換
会、またスキルアップの研修会を
実施した。
　17機関を構成機関とした「吉
野ヶ里町ふれあいネットワーク」を
立ち上げ、各機関における現状
と情報共有のための会議を２回
開催した。高齢者が抱える多種
多様で複雑化する問題に、政策
形成を踏まえ協議検討を行って
いく。民間企業との協定締結し、
多方面と連携していく。

　神埼市郡医師会主催の在宅医
療・介護連携会議や神埼地区の
ブロック研修会等に積極的に参
加し、情報収集や情報交換に努
めることができた。
　ケースに応じて、積極的にソー
シャルワーカーとの相互情報共
有などを行い、継続支援につな
ぐことができた。
　主治医や各医療機関と積極的
に情報交換を行い、助言を求め
るなど連携することができ、積極
的な在宅復帰や、受診勧奨等に
対する支援体制の構築に努める
ことができた。

　児童委員・民生委員協議会の
定例会や地区老人クラブの会合
などに積極的に参加し、おたっ
しゃ本舗吉野ヶ里の活動につい
て理解を得ることができた。ま
た、地域住民のニーズを把握し、
地域支援とネットワーク構築に努
めることが出来た。
　吉野ヶ里社協が実施している
地域福祉活動に協力し、情報交
換とネットワーク構築に努めるこ
とが出来た。
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Ⅱ．指定介護予防支援業務における委託件数及び委託先事業所の状況 

 

直接 委託

1 佐賀 246 187 59

2 城南 267 240 27

3 昭栄 340 243 97

4 城東 304 252 52

5 城西 248 182 66

6 城北 311 282 29

7 金泉 136 100 36

8 鍋島 194 54 140

9 諸富・蓮池 184 176 8

10 大和 265 170 95

11 富士 67 58 9

12 三瀬 11 6 5

13 川副 248 154 94

14 東与賀 101 101 0

15 久保田 104 83 21

3,026 2,288 738

16 多久 287 140 147

287 140 147

17 小城北 327 255 72

18 小城南 206 204 2

533 459 74

19 神埼 229 184 45

20 神埼北 27 22 5

21 神埼南 162 162 0

418 368 50

22 吉野ヶ里 163 52 111

163 52 111

4,427 3,307 1,120

多
久
市 多久市　計

小
城
市

小城市　計

広域連合　計

神
埼
市

神埼市　計

吉

野

ヶ

里

町 吉野ヶ里町　計

市
町

包括名

佐
賀
市

佐賀市　計

請求件数（平成28年3月請求）
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佐
賀

城
南

昭
栄

城
東

城
西

城
北

金
泉

鍋
島

諸
富
・
蓮
池

大
和

富
士

三
瀬

川
副

東
与
賀

久
保
田

小
城
北

小
城
南

神
埼

神
埼
北

神
埼
南

59 27 97 52 66 29 36 140 8 95 9 5 94 0 21 147 72 2 45 5 0 111 1,120

あ 居宅介護支援事業所　青空 3 1 3 7 14

有限会社  旭ケア・ステーション 1 1

ケアマネジメントサービス杏の樹 1 3 4

医療法人杏仁会ケアセンターＡＮＺＵ 1 1

う 介護サービスセンターうえむら 2 12 1 4 1 20

居宅介護支援事業所ウェルネス開成 1 3 4

え 介護支援サービスセンターエバーグリーン 1 10 3 4 18

お 在宅サポートセンター・オークス 2 2 1 1 1 4 11

居宅介護支援事業所おそえがわ 1 1

か 株式会社かほるケアサービス 2 7 9 1 19

き 居宅介護支援事業所紀水苑 2 3 5 1 4 3 18

きりん居宅介護支援事業所　 1 5 1 9 4 1 1 22

け 居宅介護支援事業所ケアビレッジ夢咲 1 2 3

ケアパートナー佐賀　居宅介護支援事業所 1 8 8 17

ケアマネジメントサービス　桂寿苑 1 2 5 1 3 12 6 30

居宅介護支援センターけやき荘 38 38

こ 神野診療所ケアマネージメントサービス 7 1 2 3 2 4 2 7 15 43

さ 佐賀市社会福祉協議会居宅支援事業所佐賀事務所 3 3

佐賀市社会福祉協議会居宅支援事業所南部事業所 8 8

独立行政法人地域医療機能推進機構佐賀中部病院附属居宅介護支援センター 1 5 5 11

し シオンの園ケアマネジメントサービス 1 1 5 2 24 15 48

居宅介護支援事業所春庵 2 3 6 11

しょうぶ苑居宅介護支援センター 1 2 11 14

徐福の里居宅介護支援事業所 1 5 10 16

居宅介護支援事業所シルバーケア佐賀 6 4 6 2 8 2 1 19 48

シルバーケア三瀬居宅介護支援事業所 5 5

す 医療法人信愛整形外科医院指定居宅介護支援事業所すこやか 6 7 1 4 1 19

居宅介護支援事業所スマイル 1 2 3 4 10

せ ケアマネジメントサービスセイジュ 1 1 2 2 6

扇寿荘居宅介護支援センター 13 13

セントケア佐賀 2 1 3 1 1 1 4 13

た NPOたすけあい佐賀ケアプランサービス 1 1 20 4 26

居宅介護支援事業所暖々 2 3 5 10

つ つぼみ荘老人介護支援相談所 3 3

と 居宅介護支援事業所　とんぼの里 1 1

な 居宅介護支援ながせ 1 1 8 1 11

居宅介護支援センターなんてん 2 5 7

なゆたの森ケアマネジメントサービス 6 1 7

南鴎荘居宅介護支援事業所 1 13 2 16

に ニチイケアセンター久保田 4 1 1 1 7

ニチイケアセンターさが 2 2 5 1 10

ニチイケアセンター佐賀みなみ 1 1 2

は 橋野医院居宅介護支援事業所 1 1

居宅介護支援事業所　花みずき 1 1 1 1 2 5 11

ひ 百武整形外科病院　居宅介護支援事業所 3 1 1 1 6

ふ 居宅介護支援事業所ふぁみりぃ里 1 1

ケアプランふくふく 1 6 7

福壽園ケアマネジメントセンター 1 1

居宅介護支援事業所　ふくろ 1 1 2

ケアマネジメントふじ 2 9 9 20

ま まごころ居宅介護支援事業所 2 2

み ケアサポート　みずがえ 1 4 2 2 2 1 5 17

居宅介護支援事業所南佐賀 3 5 5 1 6 1 1 1 1 3 1 1 29

め メイプルハウス居宅介護支援センター 1 14 15

や ケアプランセンターやえみぞ 1 4 5

ゆ ケアサービスゆうゆう 1 1 10 12

ら ライフエイドケアマネジメントサービス 1 1 1 23 26

れ レインボー川副居宅介護支援センター 4 4

ろ ロザリオの園在宅支援サービス事業所 1 1 1 30 33

わ わかば 1 5 1 7

件
数
合
計

請求件数（平成28年3月請求）

多
久

吉
野

ヶ
里

委託先
の所在

地
居宅介護支援事業者 

佐賀市 小城市 神埼市

佐賀市
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佐
賀

城
南

昭
栄

城
東

城
西

城
北

金
泉

鍋
島

諸
富
・
蓮
池

大
和

富
士

三
瀬

川
副

東
与
賀

久
保
田

小
城
北

小
城
南

神
埼

神
埼
北

神
埼
南

け けいこう園居宅介護支援事業所 4 2 6

こ 剛友会居宅介護支援サービス 20 20

た 居宅介護支援センター多久いこいの里 31 1 32

社会福祉法人多久市社会福祉協議会 25 25

て 天寿荘居宅介護支援サービス 26 26

ほ ホーム西渓ケアマネジメントサービス 9 9

ほのぼの長屋居宅介護支援事業所 2 2

ら ケアプランサービスライフ 5 5

あ 「あしはらの園」介護保険相談室 8 8

き 共生の里居宅介護支援事業所 2 2

清水園居宅介護支援事業所 1 4 5

け 蛍水荘居宅介護支援事業所 6 6

ひ 医療法人ひらまつ病院居宅介護支援事業所 2 2

ほ 居宅介護支援事業所鳳寿苑 1 1 8 1 11

あ 居宅介護支援事業所ありんこ 2 1 2 2 4 11

う うぶすな居宅介護サービス 15 6 21

か 居宅介護支援事業所かんざき清流苑 13 5 18

神埼病院指定居宅介護支援事業所 3 2 5

し 昌普久苑居宅介護支援事業所 5 5

す 居宅介護支援事業所翠晃 1 2 3 6

な 居宅介護支援事業所なごみ 2 2 4

さ さざんか園居宅介護支援事業所 9 9

に ニチイケアセンター吉野ヶ里 2 6 8

ひ ひらまつふれあいクリニック居宅介護支援事業所 3 31 34

ゆ ケアセンターゆうあい 9 9

お お世話宅配便 2 2

か からっと 2 2

ほ ぽっかぽか・ハートケア武雄 1 1

あ 居宅介護支援事業所あおぞら 1 1

い いなほの郷 1 3 4

お 居宅介護支援事業所　おおしま 1 5 6

そ そよ風居宅介護支援事業所 1 10 11

し 寿楽園　居宅介護支援事業所 1 1

の 野菊の里 9 9

は 花のみねケアプランサービス 1 1

さ 桜十字福岡病院 1 1

つ ツクイ若松高須 1 1

み 明星苑居宅介護支援センター 1 1

お おおかわ総合ケアセンター 1 1

み 南大和クリニック 1 1

多
久

小城市 神埼市

吉
野

ヶ
里

件
数
合
計

大川市

神奈川県大和市

委託先
の所在

地
居宅介護支援事業者 

佐賀市

武雄市

伊万里市

福岡市

北九州市

久留米市

三養基郡

多久市

小城市

神埼市

吉野ヶ里町

唐津市
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◎平成２７年度 介護予防事業・任意事業の実施状況の集約 

Ⅲ 介護予防事業 

１ 二次予防事業 

（１）二次予防事業の対象者把握事業 

二次予防事業対象者を把握するため、基本チェックリストを郵送等により配布・

回収し、基本チェックリストの該当者を対象者として決定しました。 

基本チェックリスト配布数 １９，４７２人 

〃    実施者数 １３，２９１人 

〃    該当者数 ４，１００人 

  

（２）通所型・訪問介護予防事業 

二次予防事業対象者を対象に、要介護状態となることの予防、悪化防止等を目的

として、通所型・訪問型介護予防事業を実施しました。 

介護予防プログラム 参加実人数 参加延人数 

通所型 

（単独） 

運動器の機能向上 ９３０人 １４，３０９人 

栄養改善 ２人 １３人 

口腔機能の向上 ３１人 １９９人 

認知機能の低下(認知症)予防・支援 １００人 １，１２７人 

通所型 

（複合） 

栄養改善と口腔機能向上の組み合わせ ８人 ５３人 

運動器の機能向上と認知機能の低下予

防・支援の組み合わせ 
３７人 ３５７人 

計 (実)１，０４５人 １６，０５８人 

訪問型 うつ予防・支援 ９人 ７６人 

計 ９人 ７６人 

 

２ 一次予防事業 

介護予防に関する基本的な知識を啓発するための講演会、相談会、各種教室等を

開催しました。また、高齢者が社会参加活動を通した介護予防を推進することを目

的としたサポーティア事業を平成２４年１１月から開始しています。 

項目 事業名 開催回数 参加延人数 

介護予防 

普及啓発事業 

講演会 １回 ５６０人 

相談会等 ６５２回 １１，７７６人 

介護予防教室等 ６８１回 １１，４６７人 

その他 ４９２回 ４，８１６人 
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地域介護予防

活動支援事業 

介護予防に関するボランティ

ア等の人材を育成するための

研修 

２０回 ２８６人 

介護予防に資する多様な地域

活動組織の育成及び支援 
３３１回 ５，６２６人 

社会活動を通じた介護予防に

資する地域活動の実施 
６，０９４回 １０７，４４７人 

 ※各事業の詳細では、各事業の内容等により参加実人数や延べ人数等の表記方法が

異なります。また、この集計には広域連合が直接実施した事業の実績も含みます。 

サポーティア事業 
登録者数 受入協力機関 

３６９人 ６７施設 

 

Ⅳ 任意事業 

１ 家族介護支援事業 

家族を介護する者が、介護の知識・技術の習得、外部サービスの適切な利用方法

を習得するための教室等の実施や常時紙おむつを使用している在宅高齢者（非課税

世帯等）を対象に紙おむつを支給しました。 

家族介護 

教室事業 

開催回数 参加者人数 

１１回 ２４９人 

 

介護用品支給事業 
利用人数 

４９１人 

 

２ 成年後見制度利用支援事業 

 判断能力が不十分な認知症高齢者等で親族などによる後見など開始の審判の申

し立てを行うことができない方の市町村申立てにおいて、低所得の高齢者に対して

市町村申立てに要する費用や成年後見など係る報酬の助成等を行いました。 

市町村申立てに要する費用 報酬助成の件数 

８件 １４件 

 

３ 地域自立支援事業 

 栄養改善が必要な高齢者に対し、配食の支援を行うとともに、高齢者の安否確認

等その状況を定期的に把握する事業等を実施しました。 

配食サービス等活用ネットワーク事

業（高齢者の安否確認等） 

利用者数 利用回数 

３３７人 ６３，４６７回 
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平成２７年度　介護予防事業・任意事業 実施状況（佐賀市）
Ⅲ　介護予防事業の実施状況 

１　二次予防事業

実施箇所 実施回数 実人数 延人数

12 690 689 8,838

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

訪
問
型

介
護
予

防
事
業

⑦　①～③のうち2つ、又は全
てを組み合わせた複合プログ
ラム

⑧　その他の複合プログラム

⑥　その他のプログラム

⑤　認知症等の予防・支援プ
ログラム

事業名 内　容

①　運動器の機能向上

②　栄養改善

③　口腔機能の向上

④　膝痛・腰痛対策のための
プログラム

通
所
型
介
護
予
防
事
業

元気アップ教室

二
次
予
防
事
業
対
象
者
把
握
事
業

9,345

6,402

2,111

（平成28年3月末）

1,236

実施者数（人）

生活機能評価（単独で実施） 0

（
再
掲

）
把
握
経
路

要介護認定の担当部局との連携 3

2

医療機関からの情報提供 2

民生委員からの情報提供

696

本人・家族からの相談 170

特定健康診査等の担当部局との連携 0

2

178

0

インターネットによる情報収集 0

その他 0

34

34

（
再
掲

）
該
当
項
目

運動器の機能向上 1,494

栄養改善 95

口腔機能の向上 971

閉じこもり予防・支援

項　目

①基本チェックリスト配布人数

②基本チェックリスト実施者数

③基本チェックリストの該当者（二次予防事業の対象者数）

④検査・医師の判断等が必要な者の数

689

認知症予防・支援 745

うつ予防・支援 810

⑤二次予防事業の参加者数

うち検査・医師の判断等により参加可能とされた数

介護保険事業計画策定に係る日常生活圏域ニーズ調査

訪問活動を実施している保健部局との連携

地域包括支援センターの総合相談支援業務との連携

郵送等による基本チェックリストの配布・回収
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（平成28年3月末）

項　目 事　業　名 対　象　者 実　施　内　容
開催回数

（実＋延べ）
参加者数
（実＋延）

フォローアップ事業 65歳以上

（地域版）元気アップ教室やに
こにこ運動教室の支援者の養
成・育成および支援者同士の
交流機会を提供し、支援者が
活動を継続できるよう技術的・
精神的フォローを行う。

４会場
４回

実１１６人
（延１１６人）

高齢者のためのにこに
こ運動教室

65歳以上

年間４会場にて、転倒予防に効
果的と考えられる運動を中心と
した運動教室を実施する

３会場
３回

実４１人
（延４１人）

脳いきいき健康塾 65歳以上

認知症の発症及び進行を遅ら
せるため、読み書き、計算およ
びコミュニケーションを中心とし
た教室を開催する

４会場
１８３回

実８０人
（延２，００３人）

高齢者健康相談 65歳以上

健康上の問題について、相談
相手となり個人の心身状態に
応じたきめ細かい保健指導を
行う。

４９回 ８９９人

高齢者健康教育事業 65歳以上

老人センター及び校区の公民
館・サロン等に出向き、健康教
育を実施する

１０９回 ３，４６５人

認知症対策事業
「ものわすれ相談室」

認知症高齢者およ
びハイリスク者
（家族を含む）

「ものわすれ相談室」を週１回ほ
ほえみ館や公民館等で実施
し、早期発見、進行予防を図る
とともに、適切なケアに結びつ
ける。

１２回 ２１件

高齢者ふれあい
サロン事業

おおむね６０歳以上
の一人暮らしや虚
弱な高齢者等（対
象者）と地域のボラ
ンティア等の協力者
で構成され、活動し
ているサロン

地域のボランティア団体等が、
家に閉じこもりがちな一人暮ら
しや虚弱な高齢者等に対し、
地域の公民館や集会所等にお
いて各種サービスを提供する。

（サロン数）
２３０

開催回数
３，７４１回

（実人数）
協力者

及び参加者
７８，７５３人

高齢者趣味の作品展 ６０歳以上の高齢者

高齢者の趣味による作品を募
集し、展示することによって、高
齢者の創作意欲の向上と文化
活動への参加を促し、高齢者
の生きがいづくりと認知症予防
など健康の増進を図る。

３４１人

高齢者スポーツ大会 ６０歳以上の高齢者

スポーツ大会を通じて、高齢者
の健康増進及び社会活動への
参加意欲の向上を図る。

参加人数
６，０７０人

老人センター各種講
座事業

６０歳以上の高齢者

教養・健康等の様々な講座を
通して、高齢者の生きがいと健
康づくりを図るとともに、地域社
会の活動に貢献できる資質を
高めてもらう。

開催回数
１０５回

参加人数
２１１人

２　一次予防事業

介
護
予
防
普
及
啓
発
事
業

地
域
介
護
予
防

活
動
支
援
事
業
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（平成28年3月末）

項目 事　業　名 対　象　者 実　施　内　容 開催回数 参加者数

家
族
介
護

支
援
事
業

家族介護教室
高齢者を介護して
いる家族や援助者

高齢者を介護している家族
等に対し、介護方法や介護
予防等についての教室を開
催し、知識や技術を習得し
ていただくことにより、在宅生
活の継続・向上を図る。

2 ２８人

認
知
症
高
齢
者

見
守
り
事
業

徘徊高齢者家族
支援事業

本市に住所を有す
る認知症もしくは若
年性認知症、又は
これらと同程度の
状態と認められる
者を介護している
家族

民間企業が実施するGPS装
置を利用した位置情報提供
サービスに加入する際に必
要な初期費用（加入料金+
バッテリー充電器代金）を補
助する。

交付件数4件

家
族
介
護

継
続
支
援
事
業

介護用品支給事
業

概ね65歳以上の常
時失禁状態にある
在宅の高齢者又
は、要介護4・5に
相当する在宅の高
齢者で、所得税非
課税世帯に属する
者

常時紙おむつを使用してい
る在宅高齢者に対し紙おむ
つを支給する。

４１３人

項　目 事　業　名 対　象　者 実　施　内　容 回数等 参加者数

成
年
後
見
制
度

利
用
支
援
事
業

成年後見制度利
用支援事業

認知症等により、
判断能力が低下し
た６５歳以上の高
齢者のうち、その福
祉の増進を図るた
め成年後見制度の
利用が必要である
と市が認めるが、申
立を行うものが現に
いないもの

判断能力が不十分な痴呆性
高齢者の福祉の増進を図る
ため，佐賀市長が老人福祉
法（昭和３８年法律第１３３
号）第３２条の規定に基づく
民法（明治２９年法律第８９
号）第７条，第１１条，第１２条
第２項，第１４条第１項，第１
６条第１項，第８７６条の４第１
項又は第８７６条の９第１項に
規定する審判の請求（以下
「審判の請求」という。）をお
こなう。

市長申立者
数
7人

地
域
自
立
生
活

支
援
事
業

安否確認事業

おおむね６５歳以
上の単身世帯、高
齢者のみの世帯又
はこれに準ずる世
帯に属する高齢者
等であって、安否
確認が必要な者

安否確認が必要な高齢者等
に対して、定期的に居宅に
訪問し、当該利用者の安否
を確認し、異常等があった場
合は関係機関等への連絡
等を行う

（安否確認
数）

7,393件

実利用者数
45人

そ
の
他

認知症対策事業
「認知症サポー
ター養成講座」

認知症に関心のあ
る一般市民

認知症高齢者を支える地域
づくりとして「認知症サポー
ター養成講座」を実施する。 84回 2,965人

Ⅳ　任意事業の実施状況 
１　家族介護支援事業

２　その他の事業
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平成２７年度　介護予防事業・任意事業 実施状況（多久市）
【 Ⅲ　介護予防事業の実施状況 】

　１　二次予防事業

実施箇所 実施回数 実人数 延人数

1 50 47 842

1 2 1 2

1 100 39 706

1 0 0 0

訪
問
型

介
護
予

防
事
業

1 62 9 76

うち検査・医師の判断等により参加可能とされた数

④検査・医師の判断等が必要な者の数

⑤二次予防事業の参加者数

特定健康診査等の担当部局との連携

生活機能評価（単独で実施）

郵送等による基本チェックリストの配布・回収

介護保険事業計画策定に係る日常生活圏域ニーズ調査

インターネットによる情報収集

その他

要介護認定の担当部局との連携

訪問活動を実施している保健部局との連携

医療機関からの情報提供

民生委員からの情報提供

地域包括支援センターの総合相談支援業務との連携

本人・家族からの相談

3

91人

27

認知症予防・支援 182

うつ予防・支援 112

3

2

（
再
掲

）
該
当
項
目

運動器の機能向上 234

栄養改善 16

口腔機能の向上 187

閉じこもり予防・支援

80

0

0

94

実施者数（人）

163

項　目

①基本チェックリスト配布人数

②基本チェックリスト実施者数

③基本チェックリストの該当者（二次予防事業の対象者数）

0

（
再
掲

）
把
握
経
路

0

1

0

34

二
次
予
防
事
業
対
象
者
把
握
事
業

2,110人

1,496人

375人

1

⑤　認知症等の予防・支援プログ
ラム

⑥　その他のプログラム

思い出クラブ

あなたのことをホット券

（平成28年3月末）

事業名

⑧　その他の複合プログラム

通
所
型
介
護
予
防
事
業

お達者クラブ

かむかむ教室

内　容

①　運動器の機能向上

②　栄養改善

③　口腔機能の向上

④　膝痛・腰痛対策のためのプロ
グラム

はればれ訪問

⑦　①～③のうち2つ、又は全て
を組み合わせた複合プログラム
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項　目 事　業　名 対　象　者 実　施　内　容
実施回数
（実＋延）

参加者数
（実＋延）

転倒予防教室 市民全般

CATVを使って転倒予防のための体
操やミニ知識を紹介する。
出前講座で老人会等に出向き、転
倒予防の講話を行う。

教室
3回

CATV
普及啓発

3回

延79人

市報 市民全般

市報の中に高齢者向けのページを
作り、介護予防や介護保険などの
高齢者に伝えたい情報を発信する。

年間12回

わっか脳クラブ
65歳以上の物忘れが気
になる方

任天堂DSを使った脳トレと自宅での
宿題脳トレの実施 87回

実7人
延200人

げんきアップさー来
る

65歳以上
ストレッチに重点を置いた転倒予防
のための教室 ９０回

実67人
延1656人

お達者クラブ２

運動器の機能向上が必
要な方で、特定高齢者
事業（お達者クラブ）を卒
業された方

お達者クラブ（特定高齢者事業）に
準ずる

50回
実41人
延726人

思い出クラブ２

物忘れ予防が必要な方
で、特定高齢者事業（思
い出クラブ）を卒業された
方

思い出クラブ（特定高齢者事業）に
準ずる

100回
実35人
延702人

高齢者パソコン教
室

65歳以上

市内の高齢者を対象に認知症予防
や生きがいづくりとして、年4回、1
コース（5回）で開催。

20回
実71人
延345人

げんき歯つらつ歯っ
ぴ～教室

65歳以上の方

地区老人会で口腔機能向上につい
ての知識を深め、口腔体操等の方
法や実践を学ぶ機会を作る。

4回 延78人

地域住民グループ
支援（ふれあいネッ
トワーク）

65歳以上の独居高齢者

日常生活の声かけ、安否確認を通
して地域ボランティアネットワークの
構築と人材育成を図り、地域福祉力
を向上させる。活動に必要な知識の
習得のための定期的な研修会等を
実施。

194回 657人

高齢者趣味の作品
展

65歳以上

市内高齢者の社会参加や生きがい
を促し、介護予防につなげることを
目的に作品を募り、専門家による作
品審査を行い、表彰と一定期間の
展示を行う。

1回 実39人

高齢者スポーツ大
会

65歳以上

ゲートボール大会年1回開催
グランドゴルフ大会年1回開催
高齢者スポーツ大会年1回

3回 延533人

好齢大学院 65歳以上

生涯にわたって生きがいを持った生
活を送ることができるように好齢大学
院を開催する。

12回 延641人

高齢者教養講座 65歳以上

生涯にわたって生きがいを持った生
活を送ることができるように教養講座
を開催する。

2回 延100人

高齢者趣味の講座 65歳以上
生涯にわたって趣味をいかせるよう
に趣味の講座を開催する。 460回 4,515人

２　一次予防事業

地
域
介
護
予
防
活
動
支
援
事
業

介
護
予
防
普
及
啓
発
事
業
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 Ⅳ　任意事業の実施状況 

項目 事　業　名 対　象　者 実　施　内　容 開催回数 参加者数

家
族
介
護
支
援

事
業

家族介護教室 市民全般

高齢者が在宅生活を継続されるため
の介護方法、介護予防、介護者の健
康づくり等に関する知識・技術を習得
させ、高齢者の在宅福祉の向上を図
ることを目的とする。

5回
参加者数

125人

認
知
症
高
齢
者
見
守

り
体
制
強
化
研
修

認知症見守り体
制強化研修

民生委員
愛の一声連絡員

地区組織（民生委員や愛の一声連絡
員等）の活動の中で、認知症の方へ
の見守り体制強化のために、認知症
に対する知識や見守り意識向上を目
的に研修を開催。

1回
参加者数

65人

家
族
介
護
継
続
支

援
事
業

紙おむつ支給

要介護4・5で市民税非課税
世帯に属する者、または、常
時失禁状態にある65歳以上
の在宅高齢者で、その介護
家族生計中心者前年所得税
非課税世帯に属する者

5,000円/月のクーポン券を対象者に
配布し、指定薬局、事業所にて紙お
むつ支給用品と引替える。

実人数
24人

２　その他の事業

項　目 事　業　名 対　象　者 実　施　内　容 開催回数 参加者数

成
年
後
見
制
度
利
用

支
援
事
業

成年後見制度利
用支援事業

市長申立てを行う高齢者及
び家庭裁判所より成年後見
人等が選任された高齢者のう
ち、生活保護受給者及びこ
れに準ずる者、申立て費用
等の負担が困難であると市長
が認める者

市町村申立てに係る低所得高齢者へ
の成年後見制度申立てに要する経費
や成年後見人等の報酬助成等を行
う。

0回 0人

地
域
自
立
生
活

支
援
事
業

配食サービス
ネットワーク事業

配食サービス利用者

調理が困難、安否確認が必要となる
65歳以上の一人暮らし高齢者または
高齢者世帯の方に対して、栄養バラ
ンスの取れた食事を提供することで、
在宅生活を支援する。

利用回数
22,395回

利用人数
88人

そ
の
他

認知症サポー
ター等養成講座

市民全般

依頼があった団体または市より開催の
案内をした団体等に対して講座を開
催する。 6回

参加人数
延122人

１　家族介護支援事業
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平成２７年度　介護予防事業・任意事業 実施状況（小城市）
Ⅲ　介護予防事業の実施状況 

１　二次予防事業

実施箇所 実施回数 実人数 延人数

5 120 105 3,386

4 14 4 14

1 12 25 136

訪
問
型

介
護
予

防
事
業

閉じこもり予防・支援

認知症予防・支援

うつ予防・支援

④検査・医師の判断等が必要な者の数

⑤二次予防事業の参加者数

介護保険事業計画策定に係る日常生活圏域ニーズ調査

インターネットによる情報収集

その他

運動器の機能向上

栄養改善

口腔機能の向上

民生委員からの情報提供

地域包括支援センターの総合相談支援業務との連携

本人・家族からの相談

特定健康診査等の担当部局との連携

生活機能評価（単独で実施）

郵送等による基本チェックリストの配布・回収

①基本チェックリスト配布人数

②基本チェックリスト実施者数

③基本チェックリストの該当者（二次予防事業の対象者数）

要介護認定の担当部局との連携

訪問活動を実施している保健部局との連携

医療機関からの情報提供

⑥　その他のプログラム

⑤　認知症等の予防・支援プ
ログラム

事業名

④　膝痛・腰痛対策のための
プログラム

⑦　①～③のうち2つ、又は全
てを組み合わせた複合プログ
ラム

（平成28年3月末）

1

2,501

実施者数（人）項　目

通
所
型
介
護
予
防
事
業

脳いきいき教室

（
再
掲

）
把
握
経
路

内　容

①　運動器の機能向上

②　栄養改善

134

二
次
予
防
事
業
対
象
者
の
把
握
事
業

3,475

382

586

65

元気アップ教室

うち検査・医師の判断等により参加可能とされた数

③　口腔機能の向上

36

786

27

134

91

363

30

（
再
掲

）
該
当
項
目

615

⑧　その他の複合プログラム

419

歯っぴーらいふ教室



- 39 - 
 

 

項　目 事　業　名 対　象　者 実　施　内　容
開催回数
（実＋延）

参加者数
（実＋延）

市報掲載 市民

市報さくらに「包括だより」として
毎月介護保険の内容や介護予
防についての記事を掲載してい
る

12回 発行部数
185,330部

介護予防体操
（あ～も）体操普及

市民

ＣＤ，ＤＶＤ，カセットの無料配布
の実施。広報やＴＶでの体操の
普及及びサロンや老人クラブ、認
知症予防教室等で高齢者へ体
操の普及を行う。

延回数
209回

延人数
3,400人

ヤングシニア教室
65歳以上～74歳の高
齢者

運動・健康・福祉情報・認知症・
医療といった様々な分野を、総
合的に学習し介護予防を行う。

開催回数
13回

延人数
224人

アクティブシニア教室 75歳以上の高齢者

認知症予防・閉じこもり予防・交
流活動を主なテーマとした介護
予防を行う。

開催回数
12回

延人数
207人

元気アップ教室
（フォローアップ事業）

65歳以上の高齢者で
運動機能向上事業を
卒業した者

特定高齢者の運動機能向上事
業を卒業し、一般高齢者となった
者を対象に運動を実施する。 228回

実 28 人
（延 2,133人）

元気アップ教室
(おためし元気アップ）

65歳以上の高齢者
平成28年度の二次予防事業の
対象に対し、運動を指導する。 6回

実54人
（延64人）

オレンジ大学
（認知症予防教室）

65歳以上の高齢者

H25より5年間の継続事業とし
て、認知症予防の運動実技と座
学（料理、音楽、短歌、パソコン）
を実施する。

開催回数
56回

実81人
（延1,262人）

百歳体操
（運動教室）

65歳以上の高齢者

重りを使っての体操で筋トレを目
的に実施し、住民主体の通いの
場として継続させる。

開催回数
17回

実96人
延２５９人

高齢者スポーツ大会
小城市老人クラブ参
加者

　体力づくりのためのスポーツ大
会を開催

実施回数
　9回

延563人

高齢者ふれあいサロン
事業

各地区の高齢者

　保健センター、地区公民館に
おいて、閉じこもりがちな高齢者
を対象にゲームや健康体操等を
行う。

実施回数
1,452回

延10,376人

老人クラブ健康づくり講
座

小城市老人クラブ参
加者

認知症予防や健康づくりに関す
る講演や研修会及び高齢者自
身による学習活動を実施する。

実施回数
41回

延1,239人

高齢者生きがいづくり
講座

　65歳以上の高齢者
で生きがいづくりに興
味のある方

　趣味や教養、情報・知識などの
提供し、生きがいづくりを支援す
る講座を開催する。

実施回数
　131回
10講座

実　225人
（延1,534人）

小城市高齢者安心ネッ
トワーク

65歳以上の高齢者

高齢者が住みなれた地域で安
心して暮らせるように、地域の
人々や団体、事業所等と地域包
括支援センター（おたっしゃ本
舗）が連携をとりながら、情報交
換を行う。

開催回数
126回

会議参加者
　　2,173人

２　一次予防事業

介
護
予
防
普
及
啓
発
事
業

地
域
介
護
予
防
活
動
支
援
事
業
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Ⅳ　任意事業の実施状況 

項目 事　業　名 対　象　者 実　施　内　容 開催回数 参加者数

家
族
介
護
継
続

支
援
事
業

介護用品支給事業
 要介護4・5かつ市民
税非課税世帯

常時紙おむつを使用している在
宅高齢者に対し、紙おむつクー
ポン券を支給する。（月の内、半
数以上在宅であることが支給の
条件である）

実人員
16人

２　その他の事業

項　目 事　業　名 対　象　者 実　施　内　容 回数等 参加者数

成
年
後
見
制
度

利
用
支
援
事
業

成年後見制度
利用支援事業
（市町村申立）

 市民

高齢者虐待事案で市長申立てを
行ったが、本市の要綱では、申
立費用及び後見人への報償等
の補助も実施できる

申立件数
1件

配食サービス
ネットワーク事業

　食事の確保が困難
な65歳以上の一人暮
らしや高齢者のみの
世帯

　在宅高齢者への配食サービス 配食数
18,706食

実71人

老人クラブ健康教室
(職員等による出前

講座）

　各地区の老人クラブ
会員

　希望される老人クラブを対象に
各地区の公民館において、介護
予防等の健康教育を実施。

実施回数
33回

延626人

認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー

養
成
講
座

認知症サポーター
養成講座

市民

認知症の方と家族を地域でサ
ポートするための研修

実施
9回

延502人

１　家族介護支援事業

地
域
自
立
生
活

支
援
事
業
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平成２７年度　介護予防事業・任意事業 実施状況（神埼市）
Ⅲ　介護予防事業の実施状況 
１　二次予防事業

1,744

1,310

441

46

260

210

実人数 延人数

89 1,243

2 13

26 183

0 0

36 285

0 0

0 0

0 0

訪
問
型

介
護
予

防
事
業

0 0

（平成28年3月末）

実施者数（人）

二
次
予
防
事
業
対
象
者
の
把
握
事
業

①基本チェックリスト配布人数

②基本チェックリスト実施者数

③基本チェックリストの該当者（二次予防事業の対象者数）

（
再
掲

）
把
握
経
路

要介護認定の担当部局との連携 0

訪問活動を実施している保健部局との連携 0

医療機関からの情報提供 0

民生委員からの情報提供 0

地域包括支援センターの総合相談支援業務との連携 0

本人・家族からの相談

特定健康診査等の担当部局との連携 0

生活機能評価（単独で実施） 0

郵送等による基本チェックリストの配布・回収 395

介護保険事業計画策定に係る日常生活圏域ニーズ調査 0

インターネットによる情報収集 0

その他 0

（
再
掲

）
該
当
項
目

運動器の機能向上 333

栄養改善 21

口腔機能の向上

閉じこもり予防・支援 71

認知症予防・支援 211

うつ予防・支援

④検査・医師の判断等が必要な者の数 15

うち検査・医師の判断等により参加可能とされた数 15

⑤二次予防事業の参加者数 89

事業名 内　容

⑧その他の複合プログラム

通
所
型
介
護
予
防
事
業

しゃんしゃん教室 ①運動器の機能向上

しゃんしゃん教室 ②栄養改善

しゃんしゃん教室

しゃんしゃん教室

項　目

⑦①～③のうち2つ、又は全てを組み合わせた複合プ
ログラム

③口腔機能の向上

④膝痛・腰痛対策のためのプログラム

⑤認知症等の予防・支援プログラム

⑥その他のプログラム
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項　目 事　業　名 対　象　者 実　施　内　容
開催回数
（実＋延）

参加者数
（実＋延）

パンフレットの
配布

　神埼市全戸配布

　介護予防に関する情報の提供
や教室の紹介。

3回
部数：34,500部

（11,500部×3回）

介護予防
地区健康相談

及び
介護予防学習会

　65歳以上の一般高
齢者

　地区の公民館や集会場を利
用して血圧測定や介護予防相
談・介護予防学習会（熱中症、
認知症予防、高血圧など）実施
する。

健康相談42回
健康学習21回

延べ
健康相談　697人
健康学習　434人

　もの忘れ相談
　65歳以上の一般高
齢者及びその家族

・神埼町・千代田町保健セン
ターにて月1回交互に実施す
る。（完全予約制：1回3件まで）
・専門の医師が対応し受診が必
要な人には医療機関を紹介す
る。

５回 ８件

筋力アップ
養成塾

（閉じこもり
予防教室）

　65歳以上の一般高
齢者

　運動器の機能向上プログラム
（運動指導士による集団的指
導）

72回
実120人

延1,595人

フォローアップ教
室

　65歳以上の一般高
齢者で二次予防高
齢者通所型参加者
で3ヶ月又は6ヶ月終
了した方

　二次予防通所型維持・改善し
終了したかたの運動器機能向
上及び維持を目的として6ヶ月
間実施する。

97回
実57人
延839人

いきいき教室
リーダー養成塾

　65歳以上の一般高
齢者

・運動指導士、歯科医師・衛生
士、栄養士による運動器の機能
向上、栄養改善、口腔向上プロ
グラム
・認知症予防プログラム
・内科医師による健康学習

18回
実66人
延245人

地域リーダー
養成修了者の

フォロー

前年度までにいきい
き教室リーダー養成
講座を修了した方の
活動支援を行う

・運動指導士、歯科医師・衛生
士、栄養士による運動器の機能
向上、栄養改善、口腔向上プロ
グラム
・認知症予防プログラム

2回
実43人
延43人

ボランティア
ヘルパー

（地域ボランティア
活動）

　65歳以上の一般高
齢者

独居や高齢世帯の方の訪問や
ごみ出し、庭の掃除、通院介助
等のボランティア活動を実施す
る。

研修４回
訪問活動：通年

延2,683人

ふれあいサロン
事業

一人暮らしや閉じ
こもりがちな高齢
者等

介護職員等が、地域に出向き
レクリエーションや軽スポーツ、
健康講座等を実施し、高齢者の
介護予防と生きがいづくりを支
援する。
神埼市社会福祉協議会に委託
して実施している。（年100回実
施予定）

101回 延1,957人

２　一次予防事業

介
護
予
防
普
及
啓
発
事
業

地
域
介
護
予
防
活
動
支
援
事
業
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Ⅳ　任意事業の実施状況 

項目 事　業　名 対　象　者 実　施　内　容 開催回数 参加者数（人）

家
族
介
護

継
続
支
援
事
業

介護用品(紙オム
ツ)の支給

在宅寝たきり
高齢者

クーポン券による支給
年額60,000円上限

３１人
(延２４５人)

２　その他の事業

項　目 事　業　名 対　象　者 実　施　内　容 回数等 参加者数

成
年
後
見
制
度

利
用
支
援
事
業

成年後見
制度事業

　判断能力の不
十分な成年者
（認知症高齢
者）

申立人がいない被後見人候補者に
対し審査を行い、該当・非該当を判
断し、該当の場合市長による申立て
低所得者と認められた場合、市長申
立てによる審判請求の費用負担お
よび後見人等への報酬負担

0回 0人

地
域
自
立
生
活

支
援
事
業

地域自立生活
支援事業

（配食サービス）

　65歳以上の単
身世帯・高齢者
のみ世帯

週5回を限度として見守りが必要な
高齢者に対して、食の自立を支援
原材料費用相当分として、400円/1
食の自己負担

9,182食
実85人

（延646人）

そ
の
他

認知症サポーター
養成講座

　病院看護師・
介護福祉士、民
生委員、老人ク
ラブ、市・消防・
社会福祉協議
会、施設職員、
一般

認知症に対する正しい理解や認知
症の人に対する接し方を学習する場
として講座を開催する。

15回 延304人

１　家族介護支援事業
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　　　　　　　平成２７年度　介護予防事業・任意事業　実施状況（吉野ヶ里町）

Ⅲ　介護予防事業の実施状況 
１　二次予防事業 （平成28年3月末）

実施箇所 実施回数 実人数 延人数

1 8 8 53

1 35 37 357

訪
問
型

介
護
予

防
事
業

食べてみがいて歯っぴい教室
⑦　①～③のうち2つ、又は全て
を組み合わせた複合プログラム

いきいき健康クラブ ⑧　その他の複合プログラム

通
所
型
介
護
予
防
事
業

①　運動器の機能向上

②　栄養改善

③　口腔機能の向上

④　膝痛・腰痛対策のためのプ
ログラム

⑤　認知症等の予防・支援プロ
グラム

364

うつ予防・支援 220

1

⑥　その他のプログラム

1

45

事業名 内　容

うち検査・医師の判断等により参加可能とされた数

0

（
再
掲

）
該
当
項
目

運動器の機能向上 187

栄養改善 141

口腔機能の向上 178

閉じこもり予防・支援 78

387

0

0

郵送等による基本チェックリストの配布・回収

介護保険事業計画策定に係る日常生活圏域ニーズ調査

インターネットによる情報収集

0

0

0

0

0

特定健康診査等の担当部局との連携

生活機能評価（単独で実施）

実施者数（人）

二
次
予
防
事
業
対
象
者
の
把
握
事
業

2,798

1,582

387

（
再
掲

）
把
握
経
路

0

0

0

項　目

④検査・医師の判断等が必要な者の数

要介護認定の担当部局との連携

訪問活動を実施している保健部局との連携

医療機関からの情報提供

民生委員からの情報提供

地域包括支援センターの総合相談支援業務との連携

本人・家族からの相談

認知症予防・支援

その他

①基本チェックリスト配布人数

②基本チェックリスト実施者数

③基本チェックリストの該当者（二次予防事業の対象者数）

⑤二次予防事業の参加者数
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項　目 事　業　名 対　象　者 実　施　内　容 開催回数
参加者数
（実・延）

健康づくり
体操教室

老人クラブ
会員

老人クラブを中心に4カ所（ふれあい
館、きらら館、目達原公民館、中央
公民館）で実施。

115回
実：103人
延：2896人

認知症予防教室
一次予防事業対象
者

・楽★楽セルフケア教室
（自彊健美体操・足操術）
・男のための簡単料理教室
・おんがく健康教室
・地域版介護予防教室
（中の原団地地区健康づくりサロン）

48（12＋12＋
12＋12）回

実：65人
延：553人

介護予防講演会
介護予防に関心の
ある一般住民

健康福祉フェスタの開催
1回 　80人

介護予防
薬膳料理教室

老人クラブ
会員

老人クラブと食生活改善推進協議
会が協力し、栄養士会を招いて栄
養指導を行った。

1回 100人

もの忘れ相談室
もの忘れの不安が
ある人・家族

認知症の専門医による相談事業を
月に1回、毎月継続的に実施。
軽度認知症の早期発見をすることが
出来、その後専門医の受診→進行
予防に努めるとともに、適切なケア
に結びつけている。

11回 29人

フォローアップ
教室

二次予防事業（い
きいき健康クラブ）
を卒業された方

二次予防事業卒業生が、事業終了
後も継続的に介護予防と外出の機
会を得られ、自宅での健康的な生
活を維持できることを目的として、運
動器の機能向上プログラムと認知症
予防プログラムの複合プログラムを
実施した。

35回
実：27人
延：269人

パンフレット配布、
各地区出前講座

出前講座対象地
区、他開催事業参
加者

・介護予防に関するリーフレットの地
域組織への配布
・吉野ヶ里町健康福祉フェスタにお
ける当包括支援センター独自のチラ
シ配布
・上三津東老人クラブ、吉田地区老
人クラブ、萩原地区老人クラブ（２
回）、上石動老人クラブ、友愛ヘル
プ,東脊振支部老人クラブへの出前
講座等を実施。

9回（4＋5）
★リーフレット
配布：800部

ふれあい文化祭 老人クラブ会員
※平成27年度は実施せず。

老人クラブサークル
活動事業

老人クラブ会員

・町老人クラブ連合単位及び地域老
人クラブ単位で、軽スポーツ、手芸
教室等に取り組むことにより、閉じこ
もり・廃用症候群予防等地域レベル
での介護予防活動につながり、元
気高齢者の増加を促進する。

575人

２　一次予防事業 （平成28年3月末)

介
護
予
防
普
及
啓
発
事
業

地
域
介
護
予
防

活
動
支
援
事
業



- 46 - 
 

 

Ⅳ　任意事業の実施状況

項目 事　業　名 対　象　者 実　施　内　容 開催回数 参加者数

家族介護教室
在宅で要介護被
保険者を現に介
護している家族

介護予防や、介護に関する知識・
技術の習得だけではなく、介護者
同士が日頃の悩みなどを共有し
交流できるような環境調整も行
い、開催した。

　4回 96人

家族介護者交流
会

在宅で要介護被
保険者を現に介
護している家族

介護者相互の交流と年2回リフ
レッシュを兼ねたバスハイクを計
画、実施した。
第1回：湯布院　第2回：有田町

2回 27人

認
知
症
高
齢
者

見
守
り
事
業

吉野ヶ里町ふれあ
いネットワーク事業

吉野ヶ里町に在
住する高齢者等

今年度からの新事業。各関係機
関と連携し、高齢者のあらゆる問
題に早期に予防・発見・対応を目
指すもの。今年度は各機関の現
状報告と情報共有を行った。ま
た、関係機関以外に、民間企業と
見守り支援に関する協定も締結し
た。今後は各機関と連携・協力
し、幅広い視点を踏まえ、高齢者
支援における政策形成に活か
す。

2回 17機関

介護用品支給事
業

在宅の概ね65歳
以上で常時失禁
状態にある方。
※対象者世帯の
生計中心者が所
得税非課税に限
る。

常時紙おむつを使用している在
宅高齢者に対し紙おむつを支
給。経済的負担の軽減と対象者
への福祉の向上を図った。 ７人

寝たきり高齢者等
介護者手当事業

寝たきり高齢者等
を１年以上継続
し、現に介護して
いる方。

在宅の寝たきり高齢者等を常時介
護している方に対し、手当を支給
することにより介護者の労を労うと
ともに、対象者への福祉の向上を
図った。
※月5,000円/人支給

6人
（延べ57人）

２　その他の事業

項　目 事　業　名 対　象　者 実　施　内　容 回数等 参加者数

成
年
後
見
制
度

利
用
支
援
事
業

成年後見制度利
用支援事業

町長申立て費用
及び利用報酬助
成に係る低所得
の認知症高齢者
等

①市町村申立てに係る低所得の
高齢者に係る成年後見制度の申
立てに要する経費
②成年後見人等の報酬の助成等

申立件数…0件
助成件数…１件

地
域
自
立
生

活
支
援
事
業

食の自立支援事業

65歳以上の単身
世帯・高齢者の
み世帯で調理が
困難な者

毎週月～土曜日の週6回を限度と
して、配食サービスを活用した安
否確認を行い、利用者の健康状
態、生活実態を把握した。

延べ
　　5,791回

延べ580人
（月平均）48人

そ
の
他
の
事
業

認知症対策事業
「認知症サポー
ター養成講座」

老人クラブ、学
校、病院の職員
等

認知症高齢者を支える地域づくり
として「認知症サポーター養成講
座」を実施する。東脊振支部老人
クラブ、萩原老人クラブ、三田川小
学校、役場職員、目達原整形外
科職員に開催した。

6（4＋2）回 390人

家
族
介
護

継
続
支
援
事
業

１　家族介護支援事業 (平成28年3月末)

家
族
介
護

支
援
事
業


